
第 1 7 回 ｢産科医療補償制度再発防止委員会｣ 会議録

日 時 : 平成 2 4 年 9 月 2 1 日 (金) 1 6 時 0 0 分~ 1 8 時 0 0 分

場所 : 日 本医療機能評価機構 9 階ホール

公益財団法人 日 本医療機能評価機構



○事務局 事務局でございます。

本 日 はお忙 しい と こ ろ をお集ま り 頂き ま して、 あ り が と う ございます。 会議を開始致し

ます前に、 資料の確認を させて頂きたいと思います。

一番上にございますのが、 本 日 の出席の一覧 と次第、 本体資料と なってお り ます。

続き ま して、 再発防止委員会か らの提言 と い う 1 枚ものの資料がございます。

続き ま して、 再発防止委員会か らの提言、 事務局修正案と い う 同 じ く 1 枚も のの資料が

ございます。

続き ま して、 資料 3 と致しま して 、 再発防止委員会から の提言に対する ご意見 と い う 資

料が ございます。

続き ま して、 資料4 と致 しま して、 子宮収縮薬について (案) と い う 資料が ございます。

続き ま して、 資料 5 と 致 しま して、 分析対象事例の概要 (子宮収縮薬について) と い う

資料がございます。

続き ま して、 資料 6 と 致しま して、 分娩中の胎児心拍数聴取について 係) と い う 資料

がございます。

最後に、 資料 7 と 致しま して、 新生児蘇生について (案) と い う 資料がございます。

乱丁 ･ 落丁等ございま した ら 、 お 申 しつけ下さい。

1 . 開 会

○事務局 それでは、 定刻 と な り ま したので、 ただいまか ら 、 第1 7回産科医療補償制度再

発防止委員会を開催致します。

それでは、 池ノ 上委員長にお願い致します。

○池ノ 上委員長 今団ま、 先生方、 お忙 しい中 をお集ま り 頂き ま して、 あ り が と う ござい

ます。

それでは、 早速、 議事に入らせて頂きます。



議事は、 次第の通 り " こ進め させて頂きたい と 思います。

それでは、 再発防止委員会か らの提言 (妊産婦向け案) について、 事務局か らの説明を

お願い致します。

2 . 議 事

1 ) ｢再発防止委員会か らの提言｣ (妊産婦向け案) について

○事務局 (原) 資料の 1 と 2 と 3 を ご覧下さい。

こ ち ら の妊産婦向けの提言、 こ のA 4 ピンク の提言チラ シですけれども 、 5 月 の委員会

で 1 度審議を頂き ま して、 こ の提言チラ シを報告書の送付から半年後を 目処に分娩機関等

に送営寸する と い う こ と が決ま ってお り ます。 第 2 回報告書を 5 月 に発送していますので、

1 1月 を 目処に送付をする と い う こ と でございます。

今般、 その送掛寸々こ向けま して具体的な案を作成しま した。 それが資料 1 でございます。

こ ち らの資料 軸こついては、 先週 1 度先生方に事前に当確認を頂き ま して、 ご意見を頂き

ま した。 先生方のご意見を一覧に した も のが資料 3 と な り ます。 ご意見を受けま して、 事

務局のほ う で修正した ものが資料 2 の事務局修正案にな り ます。 それぞれを見比べなが ら 、

修正案を当確辯認頂きたい と思います。

まずは、 ご意見の 2番 と 3 番を先にご覧下さい。 表面の上の ピンク の枠の中です。 こ こ

で勝村委員 と 魚冨澤螫委員か ら ご意見を頂いています。 こ の説明に関 しま して、 一般的な説明

ではな く て、 なぜ妊産婦向けに早剥を取 り 上げたのか、 そ う いったこ と を記載すべきだと

い う ご意見を頂いてお り ます。

そ う しま して、 赤い字が事務局の修正案ですけれども 、 こ の中身 と しま しては、 分析を

行った79件の う ち 14件でこ う い う こ と があったので、 妊産婦向けに取 り ま と めま した と い

う 内容に修正を してお り ます。

ま た、 こ の冒頭の一番上の と こ ろ 、 制度の 目 的を記載していますけれども 、 勝村委員か
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ら は、 こ の 目 的も不要ではないかと い う ご意見を頂いてお り ます。 事務局案は残してお り

ますけれども 、 こ こ についてご検討を頂きたい と 思います。

続いて 、 ご意見の 4 と 5 ですけれども 、 岩下委員から 、 この (2) の 3 行 目 の ｢早剥が疑

わ しい と き ｣ と い う 文言 と (3) の 3 行 目 、 一番最後の ｢ 自 己管理を心がけま し ょ う ｣ と い

う と こ ろが抽象的なので削除してはど う か と い う ご意見がございます。 こ の表面について

は、 報告書から のそのままの抜粋でございますので、 こ の表面側はこ のまま に させて頂き

ま して、 同 じ文言が裏面にまたございます。 裏面の (2) と (3) の最後に同 じ文言があ り ます

ので、 こ こ を削除するかど う かご検討を頂きたい と 思います。

続いて 6 番 目 のご意見です。 チラ シの裏面にな り ますけれども 、 裏面の上に ｢妊産婦向

け｣ のタイ トルがない と い う 川端委員のご意見ございま したので、 こ こ ゐ こ タ イ トルをつけ

てお り ます。

そ う しま して 、 次、 7 番 目 ですけれども 、 魚宙澤委員よ り 、 ( 1 ) の 1 行 目 の ｢ しかし｣ の

と こ ろです。 ｢ しかし｣ でつないだ文言に違和感がある と い う こ と で、 魚雷澤委員の修正案

に変更 してお り ます。 内容 と しては、 ｢ しかし、 まれに赤ちゃんがまだお腹の中にいるに

も関わ らず、 胎盤が子宮から剥がれる こ と があ り ます。 それを常イ湖能鑿早期剥離と いいま

す｣ と 変更を してお り ます。

同 じ く 魚雷墨委員か らですけれども 、 8 番 目 、 も と も と の原案に ｢無事に助かる ｣ と い う

文言があ り ますけれども 、 これがあいまいな表現だと い う こ と で、 ｢障害がな く 元気に生

まれる こ と も ある ｣ と い う 表現に変更を してお り ます。

続いて、 9 番 目 です。 箕浦委員か らのご意見ですけれども 、 こ こ は先ほ どの岩下委員の

ご意見と 同様ですので、 後ほ どご検討を頂きたい と思います。

それでは、 意見シー ト の裏側 2ページ 目 を ご覧下さい。 1 0番 目 ですけれども 、 小林委員

よ り 、 裏面の (2) です。 こ の0が 5 つある 中の 5番 目 で喫煙が リ ス ク 因子 と して挙げられ

ている に も関わ らず、 上段の文章の中に喫煙がない と い う こ と で、 入れてはど う か と い う
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こ と で、 こ こ についてはその通 り 追記を してございます。

続いて、 同 じ く (2) の と こ ろで、 魚叡睾委員か らですけれども 、 も と も と の原案だと ち ょ

う ど真ん中あた り をこな り ますが、 ｢ しか し、 これら の危険因子に該当 しない場合でも発症

する こ と があ り ます｣ と い う 文言が非常に突き放 した感じがする と い う こ と で、 文言を修

正を しています。 修正 した文言は、 ｢なお、 これら の危険因子に該当 しない場合でも発症

する こ と があ り ますので、 注意 して下さい｣ と 。 こ の ｢なお、 ｣ と ｢注意して下さい｣ を

つけ加えま して、 掲載場所も (2) の一番下に移動 してお り ます。

続いて、 こ の同 じ箇所の○の 4 つ 目 です。 腹部の外傷の と こ ろの説明に関 して、 小林委

員よ り ご意見を頂いています。 こ の腹部の外傷の と こ ろについて、 他の○ と平灰を合わせ

て、 危険因子か ら書き始めてはど う か と い う ご意見でございますので、 その通 り に修正を

してお り ます。

最後が1 3番 目 です。 先ほ どの岩下委員 と逆のご意見ですけれども 、 裏面の一番下ですね。

｢ 自 己管理を こ こ ろがけま し ょ う ｣ については、 石渡委員長代理からはあったほ う がよい

のではないか と い う ご意見を頂いています。 修正内容は以上でございます。

制度の 目 的を残すか残さ ないか、 ま た 、 裏面の ｢早荊が疑わ しい と き ｣ と ｢ 自 己管理を

こ こ ろがけま し ょ う ｣ と い う のを削除するか しないかご検討を頂きたい と思います。

○池ノ 上委員長 はい。 ど う も あ り が と う ございま した。

委員の先生方、 短い時間であ り ま したけれども 、 た く さ んの有益なご意見を頂き ま して

あ り が と う ございま した。 それで、 今の説明がございま したよ う に 、 少 しディ スカ ッシ ョ

ンを要する と こ ろがあ り そ う であ り ますので、 皆様のご意見を頂き たいと思います。

まず、 最初の こ の制度の説明に関する と こ ろであ り ますけれども 、 事務局 と しては、 や

っぱ り 残 したほ う がいいのではないかと い う ご意見ですが、 これは勝村委員のほ う か ら ご

意見があったんですれ 勝村委員、 いかがですか。

○勝村委員 こ う い う ある種本当に、 急ぎ、 多 く の妊婦に読んでほ しい内容を コ ンパク ト
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にま と めて出す と い う と こ ろの冒頭に、 この文章の内容のテーマではないこ と が最初に出

て く る と い う のは、 本当 にものを伝えたい と き の記述の方法か らする と 、 正 しい書き方で

はないのではないかと 。 ど う して もそれも書き たい と した ら 、 一番最後に、 これを出 して

いるのは どこ なんだろ う 、 日 本医療機能評価機構だと 、 その中の産科医療補償制度 と い う

のは ど う い う も のなんだろ う と い う よ う に 、 一番最後に誰が書いているのか、 こ う い う も

のを出 している と こ ろが どこかと言って も 、 名称だけ見ても よ く 分か ら ないので、 こ こが

制度を運営していて、 その制度の 目 的は実はこ う い う 目 的でやっている と こ ろなんですよ

と い う こ と を 、 こ のペーパーの最後の差出人のあた り の と こ ろのプロ フ ィ ールに小 さ く 載

せる程度な らば、 まだ意味が分か り ますけれども 、 冒頭に書 く のは ど う か と 思います。 そ

もそ も詳しい内容についてはも っ と分厚い冊子も あ り ますよ と伝えているわけです。 ホー

ムページも あ り ますよ と伝えているわけですから 、 わ ざわざこ こ に、 冒頭に書 く と い う こ

と は、 緊急に伝える と い う 目 的の記述から して不 自然なん じゃないから思 う のです。

○池ノ 上委員長 そ う い う 理由ですれ 事務局はいかがですか。 ただいまのご意見 と い う

のは。 事務局 と しては残したほ う がいいんじゃないかと い う ご意見 とすれば、 その背景は

何かございますか。

○上田理事 産科医療補償制度はこ う い う 制度ですよ と 、 どこかでやは り 記述したほ う が

いいかと考えます。

ただ、 勝村委員のご指摘は分か り ますので、 例えばこ の記載は下に移動 させる と か、 も

う 少 し小 さ く する と か、 その工夫は、 させて頂き ます。

○隈本委員 私も 、 字が多過ぎる と い う のが こ の 1 枚を見た瞬間の印象ですので、 こ の 4

行が減らせるな ら下に落 と して 、 しかも下に書いてある 3行ですね、 こ の提言に関する 内

容はこ こ に書いてあるんだと か、 本制度の詳細を読みたい人はこ こ を見て下さい と 、 こ の

内容 と全部一緒にできませんかね そ う する と 、 すっ き り します黄熟 この表の下は、 こ

の産科医療補償制度はこ う こ う こ う い う も のであって、 こ の提言の内容はこれに書いてあ
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って、 詳 し く はこ のホームページを見て下さ い と 、 全部ま と めた文章に して しま って、 小

さ く して。 妊婦は若い人が多いので、 ちゃん と読め る と 思 う ので、 小 さ く して。 こ っ ちの

赤い文字のほ う 、 非常にこれはいい文章なので、 これを しっか り 上に強調したほ う がいい

と思 う んです。

○池ノ上委員長 あ り が と う ございます。 他にご意見はございませんか。 他の委員の先生

方、 よ ろ しいですか。 じや あ 、 今の ご意見で、 事務局のほ う も よ ろ しいですかね じやあ、

その よ う "こ こ こ はお願い したい と思います。

次は、 裏面にまい り ます。 ｢常イ湖台盤早期剥離が疑わ しい と き ｣ と い う 、 こ の表現につ

いて少 しご議論頂きたい と 思いますけれども。 これ批岩下委員 と箕浦委員か ら 、 そ う い う

ご意見が出 されてお り ますけれども 、 箕浦委員、 いかがで し ょ う か。

0箕浦委員 読んで、 作文と してただ書いちや ったな と い う感 じですれ 腹痛 とか性器出

血も何も な く て常I湖剤盤早期剥離が疑わ しい と い う のは、 ど う い う 状況なのか。 具体的に

よ く 分からない と い う こ と で、 意味する と こ ろが不明 と書き ま した。

○藤森委員 すみません。 私、 コ メ ン ト しないで申 し訳なかったんですけれども 、 読んで

いて、 箕浦委員がおっ しゃ る よ 効こ 、 も し こ の文章を残す と した ら 、 ｢いつも と違 う 症状

があ り ｣ と かそ う い う 言葉を入れる と 、 常位湖台盤早期剥離が疑わ しい と き と い う こ と が 、

腹痛、 性器出血がな く て も常位胎盤早期剥離が疑わしい と い う のは、 逆に言 う と 、 じや あ 、

ど う い う と き なんだと い う のがち ょ っ と分か り づ らいので、 も し残すとするんだった ら 、

｢いつも と違 う 症状があ り ｣ と か ｢いつも と違 う こ と を感じた り ｣ と か、 そ う い う 言葉が

入れば残して もいいのかな とい う 気が しま したが、 いかがで し ょ う か。

○池ノ上委員長 はい。 あ り が と う ございます。 いかがで し ょ う か。 他にご意見は。

○箕浦委員 私、 ｢いつも と違 う ｣ と い う 、 それが何かなと思 う んです。 常f塑胎盤早期剥

離を疑 う と い う のは、 妊婦さんに と っ ては、 中々 これは現実的にはないですよ 1a

o池ノ 上委員長 難しいですれ 医者でも難しい と思います。 いかがですか、 そ う い う 対
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応で。

表のほ う は、 これは原因分析委員会のほ う で出 された文章をそのま ま持ってきているの

で、 扱 う こ と はち ょ っ と 色々 と難 しいかも しれませんけれども 、 再発防止委員会 と しての

文章と しては、 こ の裏面のほ う でお伝えをする と い う 意味では、 今の藤森委員か らのご意

見、 それから箕浦委員からのご意見等々 で、 何かおかしい、 いつも と違 う と か、 何かそ う

い う 文言を入れる と 、 こ の裏面のほ う にですれ こ こ も ｢常f湖能盤早期剥離が疑わ しい｣

だけであ り ますので、 そ こ に何かいつも と違 う 症状があって、 常イ湖能盤早期剥離が疑われ

る と い う こ と を こ こ に入れる と い う こ と ですかね

○事務局 源) 表面も 、 これは再発防止に関する報告書の抜粋です。

○池ノ 上委員長 再発防止委員会の報告書ですれ 公表したやつのですれ はい。 失礼 し

ま した。

○板橋委員 表面の (3) 番の文章は、 ど う も あま り スマー ト ではない と 思います。 例刻ま

｢危険因子の予防管理や早期剥離のぞ拗瑛を早期発見するために｣ と か、 ｢ために｣ ｢ため

に｣ が 2 つ続 く のは、 修正を考慮して頂き たい と 考えます。 あ と 、 裏面のほ う なんですが 、

こ の (1 ) の こ の赤字で書いてある ｢障害がな く 元気に生まれる ｣ と い う 、 この ｢障害｣ と

い う 意味が、 後の ｢障害｣ じゃな く て 、 その前の ｢障害｣ と い う のは何のこ と を言ってい

るのかが少 し分か り をこ く いので、 あえて ｢障害がな く ｣ と い う 言葉を こ こ に入れる必要は

ないんじゃないで し ょ う か。 ｢元気に生まれて く る こ と がある ｣ で、 意味は十分通 じ る と

思います。

○池ノ上委員長 この ｢障害がな く ｣ を取っていいんじゃないかと い う ご意見ですね、 は

い。 分か り ま した。

これは確かにご指摘の通 り 、 ｢障害がな く 一 はないほ う がはっ き り します為 特にご意

見はございませんか。 では、 そ う い う ふ う に させて頂いて。

前のご意見の、 文章を も う ち ょ っ と ブラ ッ シュ ア ップする と い う のは、 これは可能です
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か。 こ の表のほ う で し ょ う 。 先生が言ってお られるのは。

○板橋委員 自分が多分同 じ文章を書いた ら 、 ｢ために｣ ｢ために｣ と 同 じ言葉を同一の

センテンスに繰 り 返すこ と は しません。 些細な こ と ですが、 考慮 して頂ければと思います。

○上田理事 2 つの案があ り ます。 1 つは、 実はこれは第 2 回報告書に記載されている提

言をそのま ま書いてお り ますので、 すでに公法き していますから 、 やは り その通 り とするの

が第 1 案です。

第 2案は、 皆様から ご指摘があ り ますので、 提言は既に公表 されていますが、 変える と

い う 考えです。

これは ｢妊産婦の皆様へ｣ と い う こ と ですので、 妊産婦さんに分か り やすい言葉に修乞正

する と い う こ と を こ の委員会で決めるので した ら 、 それも 1 つの方法と思います。

○池ノ 上委員長 これはどこかに貼って も ら う んですよれ ど う い う 目 的に使っても ら う

んですか。

○上田理事 例えば、 分娩機関で妊産婦さんに指導する際のチラ シと して使われる と思い

ます。

○池ノ 上委員長 ああ、 1 人 1 人にお渡しするんですか。

○上田理事 と考え られます。 分拶鰯幾関の待合室に貼って頂いて、 妊産婦さ んが待ってい

る間に見て も ら う な ど、 色々 な活用の仕方があ る と思います。

○池ノ 上委員長 とい う こ と は、 こ の報告書は、 妊産婦 さんには行っていないですれ 施

設に行っているんですれ

0上田理事 そ う ですね

○池ノ 上委員長 分娩機関には行っている。 ですか ら 、 用い られる用途はち ょ っ と違 う と

い う こ と はあ り 得ますれ これは 1 人 1 人の妊婦 さんに渡す。 ですか ら 、 よ り 分か り やす

く 変える と い う のは 目 的に合っている よ う な気も しますけれども 、 ち ょ っ と 乱暴ですか。

いかがで し ょ う 、 先生方。

8



○隈本委員 いいと思います。 他の委員会が出 した文章な ら まだしも 、 我々 が出 した文章

を直すのは全然やぶ さかではないです。

○池ノ 上委員長 じやあ、 その よ う る こ も う 少 し こ の文章のブラ ッシュ ア ップを。 こ の委員

会には、 何 と言いますか、 別の委員会には新聞社の方と かい ら した り して 、 ブラ ッ シュ ア

ップを 自 らおや り 頂ける方もい ら っ しゃ る んですけれども 、 また、 事務局でそ う い う こ と

を ご検討頂けますか。 最終的に これを完成 させるための期間が、 まだ猶予があ り ますので、

文章についてはその よ う にお願い したい と 思います。 またお気づき の こ と があ り ま した ら 、

お願い致します。

それから 、 も う 1 つ、 ｢なお、 これ ら の危険因子に該当 しない場合でも発症する こ と は

あ り ますので｣ と い う のが 、 これは魚冨墨委員からのご意見でしたか。 最初 じゃな く て最後

のほ う に来た らいいん じゃ ないか と い う こ と で、 (2) の一番最後に置 く と い う 、 そ う い う

ご意見ですが、 それはいかがでし ょ う か。 特にご意見はございませんか。 も し よ ければ、

その よ う “ こ取 り 扱い させて頂きたい と思います。

それか ら 、 ｢ 自 己管理を心がけま し ょ う ｣ と い う こ と については、 これはお 2 人が、 ご

意見が分かれた と こ ろで、 岩下委員は、 これはい ら ないのではないか と 。 石渡委員長代理

は、 やっぱ り あったほ う がいい と い う ご意見なんですが 、 先生方のご意見はいかがですか。

○板橋委員 この 自 己管理と い う のは、 結局、 リ ス ク 因子を避けま し ょ う と い う 意味なん

ですかね そ う い う 意味であれば、 自 己管理じゃな く て 、 そ う い う リ ス ク フ ァ ク ターがあ

るんですか ら 、 そ こ の こ と を も っ と具体的に書いて、 こ の よ う な誘因になる よ う なも のは

避けま し ょ う と い う こ と で。 自 己管理って言っても 、 何をすればいいの ? と妊婦さんが思

う のではないかと こ の文章から感 じます。 妊婦さ んに向けるのであれば、 も っ と 具体的に

書いてあげたほ う が 、 理解はしやすいと思います。

○池ノ 上委員長 はい。 あ り が と う ございます。 自 己管理を も う 少 し具体的に と い う ご意

見ですが、 いかがですか。
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○勝村委員 も う こ こ には専門家の人にお任せしてあま り 触れないでおこ う と 思っていた

んですけれども 、 ザク ッ と読んで最初に思ったのは、 やっぱ り 言いたいこ と がた く さ んあ

って、 1 つは、 危険因子の高い人 と い う か、 高 く なっ て しま う 人がいるか ら 、 そ う い う 人

は気をつけま し ょ う と 言 う よ り も 、 そ う い う 人にな ら ないよ う に しま し ょ う と 。 危険因子

が高ま ら ないよ う に しま し ょ う 。 でき る だけ予防する観点か ら危険因子が高ま ら ないよ う

に しま し ょ う と い う 趣旨 と 、 だけ ど、 危険因子があろ う と なかろ う と な る と き はなっ ちゃ

う ので、 その と き の初期症状をあ る程度把握しておいて 、 でき るだけ早 く 医療機関にかか

り ま し ょ う と 。 大急ぎでかか り ま し ょ う と い う 、 その 2 つなんだけ ど、 それが何か混在し

ているんですよ ヌ為 やっぱ り 、 かな り 分かっている人でも 、 こ の混在を、 この文章が どっ

ちにかかっているのか、 それは ｢管理｣ と い う よ う な言葉に して も 、 その危険因子、 リ ス

ク の高い妊婦にな ら ないよ う な努力を 日 ごろか ら あ らか じめ しておき ま し ょ う と い う 意味

の ｢管理｣ なのか、 初期症状を発見する こ と に関 して 自 己管理と言 う んだった ら 、 それは

中々 ど う するんだろ う と か、 それは定期健診を受けま し ょ う と い う 方向にかかっているの

かど う か と か、 余 り 発言する と 、 また議論をひっ く り 返 して しま う よ う であれなんですけ

ど、 配慮と した ら 、 僕はやっぱ り 素人 と い う か、 詳 し く ない人が端的にポイ ン ト だけを教

えて も ら う と した ら 、 そ こ の 2 つの 、 妊娠した らすぐにそ う い う 危険因子にな ら ないよ う

に しま し ょ う と い う 努力の点 と 、 妊娠後期 ぐ らい と か、 早期早産の心配はこの く らいの時

期から早刻になる 、 早剥初期症状を見つけて急いでかかれと い う 、 2 つを言いたいんだっ

た ら 、 僕はその 2 つが明確にポンポン と分かる よ う に本当はすべきだと 思っていたので、

今のお話なんかも 、 それが どっ ちにかかっていて何なんだと い う こ と が、 やっぱ り 議論と

して も分か り に く いな と思 う んですよ。

○池ノ 上委員長 はい。 あ り が と う ございます。

恐 ら く 、 こ こ では、 自 ら も積極的に注意を しっか り も ちなが ら 、 先ほ ど、 疑わ しい症状

と い う も のを 自分でもbがけま し ょ う と い う 、 そ う い う こ と だろ う と思 う んですれ です
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か ら 、 妊婦健診を受ける と か、 専門家の保健指導を受ける と か、 こ こ ろがけま し ょ う でも

いいよ う な気もするんですけれどもれ

○勝村委員 最終的には、 やっ ぱ り そ う 管理しま し ょ う 、 と 言った ら 、 何か頑張らなあか

んねんな、 と い う のは分かるんですけ ど、 何を頑張ればいいかが分からない。 先ほ どの箕

浦委員 と かのご意見でもそ う ですけ ど、 ｢疑わ しい と き は早 目 に相談しいや｣ と言っ ちゃ

う んだけ ど、 で も 、 何でもかんでも相談するわけにいかないので、 こ う い う と こ ろ と こ う

い う と こ ろ と い う ポイ ン ト がバン と分かるか ら 、 じゃ あそ こ を頑張ろ う と 思 う わけで、 頑

張れ、 頑張れと言ってて も 、 何を ど う した らいいか分か らな く ては頑張れな く て、 これ と

これを一生懸命頑張れと言って く れるから頑張れるわけなので、 何かち ょ っ と そこ が。 ま

ず、 ｢頑張れ｣ と 言っておけばいいんじゃないか と い う や り 方 と い う のは、 頑張らなき や

いけない側か らする と非常に分か り に く いなあ、 と 私は本当はそ う 思っているんですけ ど

も。

○池ノ 上委員長 いかがですか、 先生方。 常イ湖台盤早期剥離その ものが原因 と か、 そ う し 、

う のがいまだに分かっていない と い う 、 そ う い う 特徴と いいますかね、 そ う い う類の も の

なので、 勝村委員がおっ しゃ る よ う に 、 何を頑張った らいいかと 、 実際に中々分か らない

ですね ですから 、 何かいつも と違 う 症状があった ら と か。

○勝村委員 も う 1 回言いますけ ど、 僕は、 今、 妊婦に伝える こ と は 2 つだと思 う んです

よ。 1 つは、 危険因子、 リ ス ク の高い妊婦にな ら ないよ う頑張 り な さ い。 危険因子が高ま

る よ う な人にな ら ないよ う に妊娠した直後か ら頑張っておき な さい と い う こ と を頑張らせ

てほしい し、 それが 1 つれ

も う 1 つ頑張る こ と は、 初期症状的な ものに気づいた り 、 不安、 ち ょ っ と いつも と違 う

な 、 も しか した ら と 思った ら 、 遠慮な く 急いで病院にかかる よ う に頑張 り な さい と 。

この 2 つを頑張れと言ってあげる こ と がポイ ン ト だ と思 う のに、 こ の文章だと 、 その 2

つを頑張ればいいんだな と い う ふ う にポン と分か ら ない と 、 僕は思っているんですよ 又ほ
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も っ と分かる よ う る こでき ないも のかな と 。 ち ょ っ と ど う した らいいか分か らないですけれ

ども。

○池ノ 上委員長 分か り ま した。 (3) の 中でのタイ トルにある危険因子の予防 ･ 管理およ

び常‘湖台盤早期剥離の早期発見のために とい う 中で、 今の 2 つのこ と をき ちっ と 。

○勝村委員 2 つの こ と を言っ ちゃ ってい るか ら 、 分か り “こ く い と 思 う んですよ。 だか ら 、

両方混在しているか ら。 だか ら 、 何も な く て も頑張らなあかんこ と も ある よ う るこ読める し、

何かち ょ っ と感 じてか ら頑張る よ う な こ と も ある し、 パ ッ と 読んで、 何なんだってすぐ分

かる とい う 教え方と しては、 あんま り う まい教え方じゃないかと る沈思 う んです。

○池ノ 上委員長 教育的にはち ょ っ と おかしいですれ 事務局、 何かご意見はございます

　 　　

○事務局 (御子柴) 今回この早剥を第 2 回再発防止報告書で取 り 上げま した経鞠曄は、 自

宅で妊産婦さんが症状を、 あ る程度出血ですと か腹痛な どを感じていて、 自 宅で 自分で様

子を見て しま っていた り して受診が遅れた と い う 事例に着 目 して ｢常‘湖台盤早期剥離の保

健指導｣ を取 り 上げた と い う 経緯があ り ま して 、 その提言が 1 ページ 目 にな り ます。 勝村

委員がおっ しゃ る通 り に 、 症状について と 、 危険因子について と い う こ と で、 項 目 を分け

る と い う こ と ゐ こ させて頂き 、 1 ページ 目 の方の (D (2) (3 ) と い う 項 目 立てはち ょ っ と 変え

に く いので、 それにあ る程度対比 した形で、 裏面の方はこのまま 、 まず (D は早荊につい

ての説明 、 (2) は早刺の症状について 、 出血です と かお腹の張 り と かその他に も症状があ

る と い う こ と と 、 これ ら の こ と が見 られた らすぐに受診を しま し ょ う と い う こ と を 2本 目

の項に しま して、 (3 ) に早剩の危険因子について、 各危険因子の説明及びこれ らの リ ス

ク 因子がある方は注意 しま し ょ う 、 定期的にかか り ま し ょ う 、 早 く かか り ま し ょ う と い う

こ と で、 3 項に分ける よ う な形でも よ ろ しいで し ょ う か。

○帳本委員 今の案でいい と思いますけれども 、 (3) で、 も し因子について 申 し上げるん

だった ら 、 そ こ にそれこそ最後に 自 己管理に こ こ ろがけま し ょ う と 書いておいて、 (4) 番
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と して 、 健診を受ける と色々 なア ドバイ スが受け られる し早期発見にもつながる ので、

(4) 番で健診を受けま し ょ う "こ したほ う がいいんじゃないですか。

○勝村委員 何度も しゃべ り 過ぎてあれなんですけれども 、 しゃべったついでで言っ ちゃ

う と 、 僕は、 本来な ら 、 表はの (2) (3) で し ょ う 。 裏でこれの (1 ) (2 ) (3 ) に合っ てなき やい

けない。 合わせたほ う がシンプルで分か り やすいわけです。 表は、 結局、 常イ瑚台盤早期剥

離って、 後期であってJ I布いですよ と言っていて、 しかも それが再発防止の 、 も っ と 上の と

こ ろ 、 見出 しでも 、 原因分析して もた く さ んあったんですよ とい う 事実を伝えて、 予防す

るために、 (2) 番 目 では初期症状を感 じた ら急いで受けな さい よ と 。 それも も っ と コ ンパ

ク ト に 、 このよ う な初期症状は急いで受けま し ょ う と 、 それに一番近いこ と になっている

んですけれども 。

( 3) 番囲ま、 そ もそ も そ う い う よ う にな ら ないよ う も こするために、 妊娠していた ら 日 ご

ろか ら予防管理しま し ょ う と い う こ と じゃないですか。 それでも 、 素人に も う ち ょ っ と分

か り やすい表現がないかな と 、 僕なんかは思 う わけです。 僕は毎 日 高校生に授業を してい

ますけ ど、 高校生ぐ らいに、 ポイ ン ト と して 、 妊娠した ら こ う い う 危険因子が怖いぞと言

う と き には、 と り あえず授業では、 導入から入る わけですか ら 、 導入やった ら 、 僕はその

赤い字で今回書いて も ら った言葉ぐ らいから授業を始める し 、 だから 、 そ う い う 病気は怖

いんだよ と言って、 じや あ ど う した らいいのかと 。 初期症状を見つけた らす●こ病院に、

何が何でも ち ょ っ と何か思った ら 、 急いで慌てて遠慮な く かかるんだよが (2) 番 目 で、 そ

もそもそ う い う 危険因子 と い う のも あるか ら 、 な り やすい妊婦 とい う の も分かってきてい

るので、 そ う い う ふ う るこな ら ない よ う に しま し ょ う が (3 ) 番 目 ですよ と い う 論理になって

いる と い う こ と が分か り やすい。 分か り やすい本は、 いい教科書、 いい参考書なんですま。

ど う い う 構成立てになっているかが分か り に く い教科書や参考書と い う のは、 やっていっ

て も全体が把握でき ないか ら分か り に く い。 こ の裏なんかも 、 だからそ こが ど う い う 、

色々言って く れて、 頑張れらて言って く れているんだけれども 、 ポイ ン ト にな らないんで

13



す長為 言い過ぎかも しれませんけれども。 だか ら 、 今、 ま と めて頂いたのは、 肝心のほ

う は僕大事だと思っています。

○池ノ 上委員長 も う 一遍、 勝村委員か ら色々 ご指摘頂いた こ と を加味して、 も う ち ょ っ

と こ こ を整理しま し ょ う か。 幸いまだ時間があ り ますので、 事務局でそ う して頂 く と い う

こ と で、 よ ろ しいですか。 他の委員の先生方、 いかがで し ょ う か。

○隈本委員 先ほど、 事務局のほ う か ら提案のあったま と め方が僕は分か り やすい と い う

ふ う しこ"感 じま した。 そ して 、 表の文章は、 早期発見と い う か、 徴候に気がついた ら早期発

見 と 、 危険因子がある方はよ り 注意して下さい と い う 文章を書いてあるので、 それに対応

する のであれば、 先ほ ど (3) で、 危険因子について解説する と言ってお り ま したが、 それ

についてはそ う い う 人はな り やすいのでよ り 注意する こ と と 、 さ ら にそ う い う危険因子を

もたない、 自分でやめ られる も の と かは喫煙と かに限られる と思 う んですけれども 、 危険

因子を避ける よ う に 自 己管理を しま し ょ う と い う ふ う な文章にすれば、 表 と の整合性が取

れる と思います。 番号が 1 個ずれちや ったのは、 ち ょ っ と残念ではある けれども 、 それは

余 り 気に しないで、 早期発見のためには健診を受けま し ょ う と 、 @) 番にすればいいん じ

ゃないで し ょ う か。

○池ノ 上委員長 はい。 ど う も あ り が と う ございま した。 た く さ んご意見を頂き ま したの

で、 も う 1 回 これを事務局のほ う で整理して頂いて、 ブラ ッ シュ ア ップする と 。

ま た 、 今 日 、 ご欠席の委員の先生方か ら もた く さ んご意見を頂いていますので、 それも 、

今 日 、 皆 さ んでご議論を頂いた と い う こ と で、 も う 1 度ご検討頂きたい と い う ふ う に思い

ます。 はい。 ど う も あ り が と う ございま した。

それでは、 次の議事の 2 であ り ますが、 子宮収縮薬についてであ り ます。 事務局、 説明

をお願い致します。

2 ) ｢テーマに沿った分析｣ について
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( 1 ) 子宮腹縮薬ついて

○事務局 (御子柴) 事務局でございます。

資料4 、 ｢子宮収縮薬について (案) ｣ を ご覧頂けますでし ょ う か。 第 1 回 目 の報告書

で、 同 じ く ｢子宮廃縮薬について｣ と い う こ と で、 対象15件において、 オキシ ト シンを中

心に と り ま と め致しま した。

今回ロ事働蓄積し‘おは しで 現時点“■“おい⑦子宮収縮薬“使用状況に
つい‘分析し‘おはすぶれら■“ う ち分娩誘発 促進を 目 的 と して子宮収縮薬を
使用 した事襁けが.ございま して、 そ“内訳を以内‘書いてお り ます。
今回、 分娩誘発 ･ 促進 と い う こ と で、 収縮薬に限 らず、 頚管熟Mヒ薬ですと か、 吸湿性の

頚管拡張材およびメ ト ロ イ リ ンテルな ど、 色々 な手段を併せて誘発等を行ってお り ますの

で、 それら も含めた形で全体を分析してお り ます。

表○-○- 1 と 致しま して下にお示し してお り ますものは、 廠縮薬等およびこ う いっ た

誘発“手段.‘ついて、 同一事例虻幾つかの方法を使用 して分娩誘発等を行→た■の内訳
をお示し してお り ます。 注釈が抜けてお り ますけれども 、 これら は必ずし も 1 妊婦に対し

て同時に これ ら を使った と い う こ と と は限 らず、 1 妊婦に対して これ ら の手段で誘発 ･ 促

進を行った と い う 表にな り ます。 その使用状況ですと か、 実施状況につき ま して 、 詳細は

以降の内容で分析を してい く と い う こ と をこな り ます。 必ず しも同時併用 と い う こ と ではご

ざいませんので、 その注釈を後ほどつけ させて頂き ます。

では、 2 ページ 目 に移 らせて頂きま して、 これ らの収縮薬等の幾つかの手段を使った事

例“■ございま した“で、 その■の中で教訓- と な る事例滋事例りお示し してお り ます。
事例 軸こつき ま しては、 ラ ミ ナ リ ア と プラ ステ ロ ン酸と オキシ ト シン と を使い分娩誘発

を行った事例 と なってお り ます。 こ ち ら に関 しま しては、 医学的評価の と こ ろにあ り ます

よ う に 、 併用投与について こ ち らの事例に関 しては基準か ら逸脱している と い う 言鮖面が ご

ざいますので、 それに対しての検討すべき事項がガイ ドライ ンに沿って以下に示されてお
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り ます。

次、 3 ページに移らせて頂き ます。 こ ち ら事例 2 に関 しま しては、 P G F 2 α 、 P G E

2 、 オキシ ト シンの 3剤を使った事例になってお り ます。 こ ち らの医学的言鮖曲こおき ま し

て も 、 まずは頚管熱化を図 ら ない う ちに投与 したこ と 、 投与量自体が推奨量に対して多い、

あ る いはF 2 α を投与してか ら時間を置かずにオキシ ト シンに切 り 替えた と い う こ と 等に

関 して指摘が されてお り ます。

4 ページに移らせて頂き ます。 事例 3 に関 しま しては、 こ ち らは収縮薬と メ ト ロ を併用

した事例にな り ます。 メ ト ロ に関 しま しては、 ガイ ドライ ンの留意点の20 1 1年版において 、

メ ト ロ を使用 してから 1 時間以且経過 し、 かつ胎り胼幾能不全がないこ と を確認してか ら収

縮薬を使用する と い う よ う なこ と が記載されてお り ますので、 それに向けて こ ち らの事例

を教訓 と してお示 し致しま した。

次、 5 ページ以降に関 しま しては、 ｢脳｣瞳麻痺発症の原因｣ と い う 原因分析報告書の項

がございますので、 こ ち ら に書かれている 内容について取 り ま と めてお り ます。 こ ち らの

を含め、 子宮癜縮薬の使用のみが脳′圏麻痺発症の直接的な原因になった と い う 事例は

中はございません。 ただ、 複数の幾つかの要因の 1 つ と して収縮薬の使用が複合的

に関与していた り ですと か、 胎児の低酸素状態を助長 した可能性がある と い う よ う な指摘

がございますので、 それらの事例について記載を掲載してお り ます。

6 ページ以降につき ま しては、 ｢医学的言鮖血 をま と めてお り ま して、 項 と しては子宮

廃縮薬の使用 自体について、 次にプラ ステ ロ ン酸ナ ト リ ウ ムですと か頚管熱化薬の使用に

ついて、 収縮薬 と の併用について、 取 り ま と めてお り ます。

7 ページに移 らせて頂きます。 こ ち らはメ ト ロ イ リ ンテルですと かラ ミ ナ リ ア等、 頚管

の亮鸚ヒ処置について と子宮収縮薬について記載された も のを抽出 してお り ます。

今の 3 項割こ合わせま して 7ページ以降、 ｢検討すべき事項｣ を取 り ま と めま した。

割愛させて頂き ま して、 9 ページ以降、 こ ち ら は子宮収縮薬および分娩誘発促進に関す
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る現況でございます。 前回はオキシ ト シンのみに注目 して取 り ま と めてお り ま したが、 今

回は 3剤、 また頚管募瓣と処置について も説明 させて頂いてお り ます。

特記すべき と こ ろ と致しま しては、 1 0ページ以降に 日 産婦のガイ ドライ ンおよびその中

に収載されてお り ます留意点、 また各薬剤の添付文書観順々 に載せてお り ます。 大事な と

こ ろ と致しま して、 1 1ページを開いて頂き 、 ガイ ドライ ンの記載の中で、 子宮収縮薬の 2

剤同時併用は行わない と い う ご指摘ですとか、 子宮廠縮薬の同時併用に よ る誘発な どは行

わない と い う よ う な記載がございます。 これらが20 1 1年版で改訂されて付記されている と

こ ろでございますので、 これ ら を注意すべき点と してお示し してお り ます。

1 1ページ、 下のほ う か らは子宮収縮薬の留意点を記載してお り ます。 アス タ リ ス ク を付

けてお り ますも のが2008年版か ら変わった点で、 12ページの表が見に く く なっ ていて 申 し

訳ございませんが 、 こ ち ら も アス タ リ ス ク が付け られている も のが新たに改訂された よ り

重要な と こ ろ と い う こ と で、 今回着 目 したポイ ン ト と してお示し してお り ます。

以降は添付文書の記載にな り ますが 、 添付文書におき ま して も薬剤の同時併用は行わな

いこ と 、 も し前後 して使用する場合は注意する こ と 、 と いった よ う な記載が されてお り ま

す。

現況については以上でございます。

以降、 市塚客員研究員よ り 、 1 6ページ以降、 提言に向けて説明 させて頂き ます。

○市塚客員研究員 16ページをお開き下 さい。 3 番、 再発防止および産科医療の質の向上

に向けて と い う こ と で、 事務局か ら話があったこ と をま と めてお り ます。 2006年に ｢子宮

収縮薬によ る陣痛誘発 ･ 促進に際しての留意点｣ と い う も のが初めてま と ま り ま して、 こ

の留意点が201 1年 4 月 に改訂され、 同時に産婦人科診療ガイ ドライ ンのほ う が発刊 される

経轍曄も あ り ま したので、 その巻末に収載されてお り ます。

いずれにおいて も 、 同一事例において複数の薬剤を使用する に当たっては、 初回薬剤投

与か ら一定時間を置いて次の薬剤を投与開始する こ と 、 同時に併用は行わないこ と と い う
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こ と が書いてあ り ます。 要する に、 適応や条件を正し く 判断して使用する こ と が肝要 と い

う こ と がこ の20 1 1年の留意点の方には書いてあ り ます。

そ こで、 産科医療者に対する提言と しま しては、 要約 しますと 、 添付文書を遵守する こ

と が大事と い う こ と で、 Q) と して 、 オキシ ト シン、 あ るいはP G F 2 α を使用する場合

はP G E 2 の最終投与時点から 1 時間以上空けてから使いま し ょ う 。 ま た 、 P G E 2 を使

用する場合は、 オキシ ト シンあ るいは P G F 2 最終投与か ら 1 時間以上空けてか ら使用す

る と 、 具体的に示 して書き ま した。

(2) 、 頚管熱化不良の場合は頚管募觜ヒ処置後に陣痛誘発を行いますが、 その際には子宮

廃縮薬投与開始時に頚管茅翹ヒ薬や吸湿性頚管拡張材と併用 しない と い う こ と です。

( 3 ) 、 メ ト ロ イ リ ンテルと子宮収縮薬を併用する場合に 、 挿入時か ら 1 時間経過 した後、

分娩血盤兜装置に よ る観察を行った後に子宮収縮薬を開始する 。

(4) 、 子宮収縮薬投与および頚管熱化処置の際には過強陣痛を起こす恐れがあ るため、

十分な監視を行い慎重に投与する 。

よ り 具体的な内容を産科医療の関係者にこの よ う み こ明示 して提言させて頂いてお り ます。

2) 学会 ･ 職能団体に対する要望と 致しま しては、 子宮収縮薬の使用および頚管裳期ヒのた

めの薬剤投与および処置に当たっては、 再開時の開始投与量や薬剤変更時な どの具体的な

使用基準について検討する こ と を要望する と 致 してお り ます。 以上です。

○池ノ 上委員長 あ り が と う ございま した。

それでは、 子宮収縮について少 しご議論を頂きたいと思いますが、 資料 5 は後で説明 さ

れるんですかね

○事務局 (御子柴) 失礼致しま した。

資料 , は 分析蟻と致しま した■の表に 前回委員会で勝村委員から ロ意見を頂戴
致しま して、 圏の う ち囃薬等を使用 した■‘ついて“状況を取 り ま と “てお り ま
す。 左側には各薬剤ですと かその他の誘発処置の実施状況をお示し してお り ま して、 真ん
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中には全体に共通 して説明 と 同意、 記録の状況を 白い枠に記載してお り ま して 、 右側には

各 3剤の使用状況 と して、 頚管熟M捌こついての記載が何件かございま したので、 募翹ヒの状

況を分かる範囲でB1 shop Score と してお示し してお り ます。

ただ し 、 原因分析報告書の中に内診所見の記載があった ものを点数化 してお り ますので、

かな り 不正確と言 う か、 不明瞭にはな り ますが、 最低限の内診所見か ら 、 それ ら を合わせ

た合計の点数以上と い う こ と で、 3 点以上、 5 点以上な ど と い う 形でお示 し してお り ます

ので、 あ く までも 目安にな り ます。

用法 ･ 用量に関 しま しては、 初期投与量、 増加量等を合わせま して全体の使用状況と し

て 、 用量以上だったか以内だったかとい う こ と をお示し しま した。

モニターに関 しま しては、 第 1 回 目 の報告書の表では有 ･ 無 と い う 形でお示し してお り

ま したが、 今回は持続的、 間欠的 と い う こ と で、 各事例の状況等が分かる よ う にお示し し

てお り ます。 以上です。

○池ノ 上委員長 はい。 ど う も あ り が と う ございま した。

それでは、 子宮収縮薬についてのご議論をお願い したいと思いますが、 ど う ぞよ ろ し く

お願いします。 いかがで し ょ う か。

○箕浦委員 表の○-○- 1 ですけれども 、 吸湿性頚管拡張材と メ ト ロ 、 メ ト ロ は臍脱の

関係も言われてお り ますけれども 、 これを分け る こ と みまでき ますか。 分けて出 した ら ど う

かな と い う感 じが します。

○池ノ 上委員長 いかがですか。 可能ですか。

○事務局 (御子柴) こ の中だけで分けて記載する こ と は可能です。

○池ノ 上委員長 他の委員の先生方、 よ ろ しいで し ょ う かれ これは分けたほ う が よ り 目

的に応 じた表になるのではないかとい う こ と ですが。 それじゃあ、 その よ う に致しま し ょ

う 。 よ ろ しいですかね 事務局お願い致します。

他にいかがでし ょ う か。
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○隈本委員 まず、 1 つなんですが、 5 ページの原因 と の関連なんですけれども 、 僕、 ち

ょ っ と記憶が間違っているのかも しれませんが、 子宮破裂事例で陣痛促進剤が関与を した

可能性がある と い う のが 1 個あったよ う な気がするんですけれども 、 なかっ たですか。

も ちろん、 原因 と は言わないんですけれども 、 子宮破裂が疑われる。 不全破裂みたいな

感じで、 1 回完全にパキ ッ と割れたんじゃな く て 、 一部支障があったみたいな感じのやつ

で、 陣痛促進剤を使ったケースがあ り ませんでしたか。 結構初期です。

。事務局 御子柴) 囮こち ら“■の中“子宮破裂が、 脳'鰊痺“主な原因“なっ
た事例はございますが、 そち ら に関 しま しては過強陣痛は存字在 しなかった と い う 事例で、

収縮薬と の関連については記載がなかった と い う 状況にな り ます。

ただ、 不全破裂と い う 記載がある事例につき ま しては、 現在、 こ ち らでは抽出ができ て

お り ませんので、 明確に させて頂き ます。

○隈本委員 ち ょ っ と確認して下さい。 子宮破裂で陣痛促進剤を使っていたケースで、 子

宮破裂ははっ き り 分かっていない。 子宮破裂の疑い も あるみたいな感じの言われ方を した

ケースだった と 思います。 陣痛促進剤を使っていた と い う 記憶があるんです。 それは間違

っていない。

これに関連 してなんですけれども 、 これは最後の改善事項ではな く て 、 学会 ･ 職能団体

への要望の中にぜひ入れて頂きたいのが、 先月 の原因分析委員会でご発言があったんです

けれども 、 議事録も確認して頂きたいのですが、 現在の 日本では、 子宮収縮薬を使ってい

る時点 ･ 状況での過強陣痛の定義がない と 。 過強陣痛の定義が 1 分以内の庇縞だと い う の

は、 あれは 自然分娩の と き の過強陣痛の定義であって、 陣痛促進剤使用中の過強陣痛の定

義 と い う のが、 今、 日 本ではないんだと 。 海外にはあるが 日本にはない と い う ふ う な ご発

言があって、 も しそれが先生方の常識なんだった ら 、 これはやっぱ り 、 我々 、 分析の と き

に過強陣痛かど う かの判定は非常に難 し く て 、 外側で、 も う 感覚 しかない と 。 それでやろ

う とする と 、 いや、 基準が特にないか ら と か、 1 分間だと い う ふ う におっ しゃ る先生もい

20



ら して 、 僕も ち ょ っ と混乱していたんですけれども 、 要する に、 自 然分娩の際の過強陣痛

の基準はある けれども 、 陣痛促進剤使用時の特別の過強陣痛の定義と い う も のがない と い

う 話を聞いたんですが、 も しそれが真実な ら 、 ぜひこの学会 ･ 職能団体に対する要望の中

にそれを早急に検討してほ しい と い う の入れてほ しいんですけれども。 これは素人の意見

なんですけれども 。

○池ノ 上委員長 はい。 あ り が と う ございます。

いかがですか。 藤森委員、 今の隈本委員のお話は。

○藤森委員 確かにおっ しゃ る通 り で、 でも 、 内圧を測る と い う こ と はほ と ん どない と思

う ので、 圧で とい う のは中々難しい と思 う んですけれども。 モニタ リ ングをやっている と

き も 、 10分間に 5 回を超える よ う な子宮概縮になった場合は、 過強陣痛 と い う か、 T a c

h y s y s t o l e と い う 言葉で表現する と い う のが唯一の、 これはN I C HD に載って

いる 中でも唯一、 それしかないんですよ。 1 つ しかないんですけれど、 一応、 教科書的に

は70~10omm=g と か色々 あ り ますけ ど、 教科書的な定義はあ り ますけれども 、 確かに 自然

陣痛と僕も考えていたんですけれども 、 自 然陣痛 と い う誘発で基本的には同 じ と考えてい

い と は思 う んですけれども 、 それと分けてオキシ ト シンを使っている と き と 、 自然陣痛や

過強陣痛の定義と い う の を分ける必要があ る のかも 、 ち ょ っ と 即答はでき ませんけれども。

○池ノ 上委員長 何かそ こ は必要かど う か と い う のは、 僕も ち ょ っ と 疑問だったんですね。

自 然陣痛で言 う過強陣痛 と 、 オキシ ト シン投与時の過強陣痛が違 う か と い う こ と で し ょ う 。

○隈本委員 そ う です。

○池ノ 上委員長 箕浦委員、 いかがですか。

○箕浦委員 いや、 全く 区別して考えてな く て 、 流用 していた。

○隈本委員 いや、 先月 の確か原因分析委員会でした長為 上田理事も後理事も出てお ら

れたですれ その と き 、 そ う い う 話が出ま した表れ 外国では陣痛促進時の基準が何分間

で何回みたいなルールがあって、 それを 日本に導入するかど う かで議論した結果、 日 本は
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それは採用 しない とい う こ と & こ今の と こ ろなっているが 、 次のガイ ドライ ン改訂までには

決めなき やいけない と い う よ う な こ と をおっ しゃっている先生がいま した裏窓 覚えてい

ないですか。

○藤森委員 先ほ どお話し したN I C HD についてアメ リ カ のモニタ リ ングの色々 な定義

を決める会では、 1 997年の と き にはそ う い う 定義がなかったんですけれども 、 2008年の

と き に初めて子宮収縮に対する評価と い う のが 1 行だけ入って、 さ っ きお話し した よ う に 、

1 0分間に 5 回を超える 、 以上でな く て 5 回を超え る と い う 、 そ う い う 定義が初めて入った

んです。 その一文しかないんです為

あま り 厳密な定義がない と い う のは、 日本は、 先ほ どおっ しゃったよ う &こ 、 外測法でや

る こ と がほ と ん どなんですけれども 、 ア メ リ カ はやは り 内圧をき ちん と入れて、 分娩停止

と い う か、 お産がき ちん と進まない と い う こ と に対する厳格さがある ので、 微弱陣痛にな

っていないのか と い う のはき ちん と 定義した う えで、 進行ができ ないか らそ こで帝王切開

しま し ょ う と か と い う ふ う に厳密に決める と い う 意味で、 き ちん と 内圧を測る と い う 教育

が されているんですよれ 日本はち ょ っ と違って、 破膜を しない と 内圧 と い う のは測れな

いので、 やられる こ と が少ないので、 き ちん と した言鮖面ができ ない と い う のが現状だと思

います。 ですから 、 ア メ リ カ なんかでは積極的に圧を測って、 少ないからオキシ ト シンを

使いま し ょ う と い う 話になっているんだと思 う んですけれども 、 ど う ですか、 池ノ 上委員

長。

○池ノ 上委員長 今、 こ の陣痛を扱 う 場合に、 先生がおっ しゃ ったよ う に 、 外測だけでそ

れを評価する と い う のは、 まず不可能ですね。 ですか ら 、 今、 藤森委員の話にある よ う に 、

陣痛が問題になる と い う ケースの場合は、 やは り 内圧を しっか り 測 り なが らそれに応 じて

オキシ ト シン量を増減する と い う のが基本的に正しいや り 方だと思 う んですれ

ただ、 さ っ き のお話の よ う に 、 日本人の風土か ら行 く と 、 結構そ う い う いわゆるイ ンベ

ーシブな分娩管理と か介入と い う のはあま り 好まれない と い う よ う な社会風潮も あって、
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中々そこに突っ込めない と い う と こ ろ も一般的にはあ るわけです。 だから 、 そ こ ら辺を ど

こ に立ち位置を置き ますかと い う よ う な こ と を産婦人科学会、 例えばこ う い う 状況の と き

には内圧測定が必要ですよ と い う ものを検討して下さい と か、 そ う いったこ と について、

今、 隈本委員がおっ しゃ る よ う な 、 こ ち らでこ う い う 問題が起こ っている と い う こ と が 、

再発防止全体を見てま と めた と き にそ う い う 問題が起こ っている と い う こ と るこなれば、 や

は り 陣痛と い う の も も う ち ょ っ と しっか り 、 具体的に客観的な評価をする よ う な こ と をお

願い したい と 。 それを検討して も らいたい と い う こ と るま 、 提言と しては十分値するん じゃ

ないかと思います。

○隈本委員 私の言っている趣旨は、 先生のおっ しゃ る通 り です。 要するに、 も う 少 し し

っか り 。

ただ、 本当 に今までの100例 ぐ らい原因分析を した中でも どか しいのは、 その過強陣痛

が起きている と は言えない、 起き ている証拠がない、 だか ら関係ない、 と い う よ う な類推

を される こ と が多いんですけれども 、 ただ、 その根拠と なっている過強陣痛が起きている

徴候はない と い う のが、 実は分娩監視装置のデータ のみで、 本人がぎやあぎやあ騒いだと

か痛い と か言った と かい う のは、 意外 と さ ら っ と 通 り 過ぎ られていて、 過強陣痛でそ う い

う ふ う に単に間隔が短い、 見て も と て も分か ら ない ぐ らい間隔が短い と き以外は全部過強

陣痛の証拠はないみたいな感じで流 されて しま う こ と が多いので、 そ う い う 基準でしっか

り 決ま っていてほ しいな と い う のが、 素人考えなんです。 その辺を。

○池ノ 上委員長 はい。 あ り が と う ございま した。

やっぱ り 子宮収縮の評価 と か観察 と い う のを よ り 客観的にする よ う な、 そ う い う 検討を

産婦人科学会でお願い したい と い う よ う な と こ ろから始ま るん じゃないかな と思いますけ

れども ヌ窺 今 日 、 岩下委員がい ら っ しゃ らないので、 現実には産婦人科学会の中でどの よ

う な議論が実際鞏られているかと い う のは分か り ませんけれども 、 藤森委員か ら説明 して

も ら った よ う なのが、 世界 と 日本のそ こは少 しずれがあ る。 世界と言ってもアメ リ カが中
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心ですけれども 、 アメ リ カ と 日 本の子宮瘢縮に対する対応の違いがある と い う のは、 それ

も事実だと 思います。

ど う しま し ょ う 。 それを入れますか。 藤森委員、 いかがですか。 入れる入れない と言 う

と 。

○藤森委員 それは職能団体に対してですか。

○池ノ 上委員長 職能団体に群鮖面をお願い したい と 。

○藤森委員 胎児心拍数のモニタ リ ングの検討会が周産期委員会の中にあ り ますので、 陣

痛の評価と い う のは確かに重要で、 過強陣痛の定義と い う のがないのは事実なので、 N I

C HDでも 2008年に初めて入 り ま したので、 10年たっ ていますので、 日 産婦のほ う でも入

れて く れと こ ち らから言 う と い う のはいい と は思いますけれども。

○池ノ 上委員長 表現の仕方は色々 ある と思いますけれども 、 少な く と も分娩管理を行 う

に際 して 、 陣痛の言鮒価 と い う も のを も う 少 し客観性のある も の 、 そ してみんなが理解でき

る よ う な も のを求めたい と い う趣旨の提言 と いいますか、 職能団体への提言はあっていい

のではないかと 思いますので。

○勝村委員 ち ょ っ と 、 僕、 議事の時間を超えるかも しれない程、 色々 と お願い したこ と

があるんですけれども 、 今 日 、 と り あえず 1 回議論して、 と今、 ち ょ っ と そんな話になっ

ているので、 これに関 して も 、 僕は、 まず、 皆 さ んの 日 ごろの知見が も ちろん第一に、 根

底にあって しかるべき なんですけれども 、 今回、 出てきている こ の事例で、 モニタ リ ング

と い う のがき ちん と されている と考えるのか考えないのかと い う 、 そ こ からやっぱ り 職能

団体に何を求めてい く か と い う こ と が決ま る と思 う のです。 ア メ リ カでは内測法でき ちん

と本当の陣痛の強 さ を測っている けれども 、 日 本では外測法で陣痛の曲線なんてい う のは

相対値でしか分か らない。 だから本当に胎児心拍から間接的に、 胎児心拍の波形で早発や

遅発やと い う そ う い う や り 方を しているから 、 その波形が読めない と い う こ と なんかが手

遅れになっているみたいな こ と "は 、 も う 何十年も前か らい く つもの裁判で明 らかになって
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いる。 その都度、 ア メ リ カでは内測法で、 子宮収縮薬を使 う んだった ら内測法でやるべき

なん じゃないかみたいな こ と は多 く の人が言ってき たけれども 、 でも 、 今の現実と して、

多 く の人は促進剤を使っている けれども 、 機械はほ と ん ど 日 本は外測法しかない と い う こ

と で何十年も来ていて 、 それで何か別の方法でき ちん と事故が防止でき ているんだった ら 、

それを望んでいたんですけれども 、 実現していない。 一刻も早く これが絡んだ事故はな く

したいので、 そ う する と 、 職能団体がやる こ と と い う のはまだいっぱいある と 思 う ので、

今までやってきた指導を さ ら 々 こ も う 1 回周知徹底をお願い しますと言ってき て も 、 それで

も な く な らない。 だから 、 日 母の冊子なんかでもそんなこ と は何年も前からず う っ と何度

も書いてあるわけですよれ 74年か ら80年、 90年 と 書いてあって、 こ の文章と かも読まれ

ているかも しれませんけれども 、 日 母の冊子なんかはも っ と厳し く 書いていますよ。 今、

原案で出 されている提言なんか、 も う いいかげんに しろ と 、 医師は薬の添付文書を守って

使え と い う趣旨が、 すご く そ う い う ふ う に何度も書いている けれど、 また こんな事例を起

こ している。 何回ガイ ドライ ンを出 した ら分かるんだと い う ふ う に 、 何か坂元正一 さ ん と

か我妻たかし さ ん と か、 色々 な方々 の名前の人たちが書いてある よ う な、 日 母の産科委員

会が作成した冊子が、 何度もそ う い う のが配布 されてきた と思 う か ら 、 それで事故が減っ

ている面も あるんだと思いますけれども。 でも 、 初めて こ う やって原因分析を した結果が

出てきているわけなので、 本当の意味では、 疫学的にはそれをも って、 やっ ぱ り ガイ ドラ

イ ンを守っていないこ と と かに関 して、 またはモニタ リ ングが されていない と い う こ と な

んかに関 して、 歯止めが必要です。 欧米のス タ ンダー ド と 比べて、 そ も そ も 日 本は促進剤

を使 う と き の監視の方法が甘かった。 だか ら 、 色々 な出来る限 り の こ と をする こ と で結果

を取れる よ う に 、 こ の会議 と しては、 ど う い う 討議を しておけばエク スキューズでき るか

と い う よ う な話じゃな く て 、 こ の会議は本当に結果を取 ら なき やいけない。 つま り 、 事故

をな く さ なき やいけない。 2年後、 3 年後、 4 年後に こ の よ う な事故が減っていっていな

き やいけないので、 職能団体にも 、 今まで以上の こ と をやって 、 こ う やる と 大丈夫だろ う
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と い う よ う な こ と を考えて も らわない といけない。 促進剤を使 う と き は内側法をやらんと

だめ と かと い う こ と も含め、 特に、 十分な適応がな く て促進剤を使 う よ う な計画分娩をす

る と き なんかは、 それで内測法をする許可を得 られないんだった ら も う やめておき な さい

ぐ らいの感じ と か、 中々難しいかも しれないですけれども為 僕は本当にな く そ う と思っ

てほ しい と 思っている ので、 書いたほ う がいいか書かないほ う がいいか じゃな く て 、 この

こ と る こ関 してはかな り しっか り やっ てほ しいな と思っているんですけれども。

○池ノ 上委員長 はい。 あ り が と う ございます。

今の勝村委員のご意見も含めて、 今、 おっ しゃ った よ う に 、 実際に具体的な数値と い う

のが全国か ら集まってきているわけですので、 それを踏ま えてですれ

○勝村委員 そのために こ の資料 5 と い う のをつ く って頂いているので、 僕は資料 5 と い

う のをも っ と も っ と じっ く り 見て、 こ こから何が分かってき ているか ら何をすべきだと い

う ふ う な討議を していかなき やいけない と思っているんですけれども。

それで、 幾つかこ の資料について質問をお願い したいんですけれども 、 モニター監視で、

モニターで、 持続的、 間欠的 と書いてあるのは、 間欠的 と い う のはち ょ く ち ょ く 外 してい

る と い う こ と なのか、 そ もそ も分娩監視装置を使わないで、 手で、 ド ッ ブラでやっている

と い う 意味なんですか。 両方が入っているんですか。

○事務局 (御子柴) 両方です。

○勝村委員 つま り 、 そ もそ も促進剤を使っているか、 使っていないか、 必要な と き に使

っていな く て 、 間欠的 と いっても ど う い う 間欠的なのか、 モニタ リ ングの問題点 と い う の

を浮かび上が らせるために必要な形に、 まだ促進剤を使 う と き に ド ップラでやっている と

い う のはあ り えない。 日 本では外側法でも何と か分かる と して も 、 それは胎児心拍数の連

続的な波形で分かるわけですから 、 ド ッ プラ なんかで していた ら分かるわけないわけです

長a だか ら 、 そんな こ と はず う っ と何十年も前から言われている こ と で、 まだそんな事

故があるのかど う かと か、 そ う い う のはち ょ っ と 浮かび上が らせてほ しい と い う こ と と 、
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用法 ･ 用量でも 、 どち らか とい う と その投与時なのか、 増量の仕方なのか、 どっ ちのほ う

で間違って しま う 人が多いのか と か、 やっぱ り ち ょ っ と 知 り たいので、 も う 少 し詳 しめに

それぞれに と思います。

も ちろん、 これだけの表をつ く って頂いた こ と るこはすご く 感謝を します し、 こ う い う 表

は、 これまであったよ う でなかったん じゃないかと 。 裏ではあったのかも しれませんけれ

ど、 表には出て来ていなかった と 思 う ので、 僕はこ こ の 1 つ 1 つが脳性麻痺の子ども が生

まれて大変な思いを されているわけですか ら 、 こ う い う のをぜひ理解してい く 形で表に し

て頂いてやってい く と い う こ と はすご く 大事だと思っているんですけ ど、 先ほ ど、 メ ト ロ

と ラ ミ ナ リ アを分離する と い う 池ノ 上委員長のご意見も あ り ま したけれども 、 用法 ･ 用量

も投与時と増量時と 、 モニタ リ ングに しても 、 その内容が も う 少 し持続的でも 、 ち ょ っ と

何か指摘があったのか、 そ もそも分娩監視装置をつけていな く て手でやっていま した と い

う の も 、 モニタ リ ング していたこ と と して こ こで認めるのかど う か と か、 ち ょ っ と こ こ を

も っ と じっ く り 見て浮かび上が らせる よ う に してほ しい と思 う んですけれども。

○池ノ 上委員長 ガイ ドライ ンでオキシ ト シンを使 う と き に連続モニタ リ ングを しま し ょ

う と い う のは、 記載されています黄熟 ですか ら 、 今の よ う に 、 そ う い う症例ではすべき

である に も 関わ らず、 されていない と い う こ と が浮かび上がってきたわけですれ この資

料 5 で見る と 40例あって、 40例の中でその実情が ど う か と い う こ と が分かってき た と 。 こ

れはも う ガイ ドライ ンに書いてあ る こ と ですので。

○勝村委員 間欠的 と 書いている 中に、 今のお話と 、 ド ッ ブラ も あれば監視装置を連続的

に している け ど、 時々外 しているから間欠的 と書いてあ る と い う こ と 、 両方含まれている

と い う こ と ですので、 それでは、 も う ひ と つ実情が分か り に く い。

○池ノ 上委員長 そ う です。 だから 、 ガイ ドライ ンでそれだけ書いているか ら 、 そ こ を も

っ と 細か く き ちっ と 見てガイ ドライ ンに沿 う よ う な こ と を 、 我々 のほ う か ら再発防止 と い

う 意味でま と めてい く と い う 、 そ う い う こ と みまでき ますねと い う 話を している と こ ろなん
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です。 同 じ こ と だと思います。 そ う い う こ と でよ り 鮮明になって く る と 。 やっ ぱ り ガイ ド

ライ ンを守る と 。

さ っ きおっ しゃ った よ う をこ 、 昔からガイ ドライ ン と してはオキシ ト シンの使い方につい

ては出ているので、 それが実際にこ う やって全国から集ま って く る事例の中に、 実際のこ

の影響と いいますか、 そ う いっ た も のが分かって く る と い う こ と で、 よ り 具体的な再発防

止に関する提言ができ る よ う になって く る と い う ふ 効こ思います。

そ う する と 、 今、 勝村委員がおっ しゃ った よ う に、 モニタ リ ングの内容ですれ ど う い

う モニタ リ ングの実態をやったかと い う も のが分かる も のは、 そ う い う ふ う をこやっ て頂 く

と 。 陣痛に関するモニタ リ ングですれ

○勝村委員 用法 ･ 用量も 、 投与開始と増量と以前の記録と 同 じよ う に分けてやって頂き

たい。

ち ょ っ と 話が飛ぶんですけれども 、 幾つかお聞き したい こ と 、 お願い したいこ と がある

んですけ ど、 今回の提言の と こ ろで、 併用 している場合に 1 時間あげな さい と 。 1 時間 、

1 時間 と 、 全部出さますけれども 、 こ の , 時間の根拠は、 今回の■を見た ら 、 , 時間
あげる と大丈夫だと い う趣旨なんですか。

○市塚客員研究員 1 時間の根拠は、 留意点ですね、 こ ち ら のほ う か ら。

○勝村委員 ガイ ドライ ンに書いてあ る こ と をそのまま こ こ に書いているだけでは意味が

ないので、 再発防止委員会は め原因分析の■を見てやっぱ ･ 言わなき ･いけないの
で、 1 時間が大丈夫やと 、 こ の原因分析から言えるんですか。 何で 1 時間 と い う のを入れ

るのかな と 。 そ もそ もガイ ドライ ンが 1 時間 と書いている根拠は、 ど う い う データ を基に

して根拠に しているんですか。

○池ノ 上委員長 ガイ ドライ ンの根拠は分か り ますか。

○上田理事 これまでも こ の提言については、 基本的にはガイ ドライ ンや添付文書を基に

されています。
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○勝木矮さ員 僕は、 今までがガイ ドライ ンである こ と は全然問題ないんですけれども 、 こ

の産科医療補償制度は、 原因分析を蓄積してい く 中で、 も しかした ら ガイ ドライ ンを変え

て も らわなき やいけない と い う こ と も あ り 得る と い う ぐ らいの感覚で議論すべきだ と思 う

ので、 こ う い う 事例がい く つか出てき ま したけ ど 、 ガイ ドライ ンにこ う 書いていますか ら 、

と い う 論理でやるんだった ら 、 やっ ている意味がないと思っている ので、 なぜ 1 時間 とや

れば事故が減らせる と 思ってお られる のかをお聞き したいのです。

○藤森委員 勝村委員がおっ しゃっているのは、 1 時間ちゃん と あげてちゃん とやってい

た事例で脳′幽麻痺になっているのがある のかと い う のを調べて く れ と い う意味だと 思 う ん

ですけ ど。

ちなみに、 僕、 そのガイ ドライ ンの作成じゃな く て 、 言鮖面のほ う の と き にその投与間隔

についての意見と い う こ と で述べたんですけ ど、 実は根拠はあ り ません。 製薬会社のほ う

に問い合わせて 、 製薬会社は 2 時間 と い う ふ う に して く れないかと言った と い う ふ う に聞

いています。

と こ ろが、 プロ ス タ グラ ンディ ンE 2 錠なんかは、 1 時間ごと みこ 6 回までと い う 投与間

隔なので、 1 時間たった ら も う いいん じゃないかと い う ふ う に理解でき る と い う こ と で、

あの 1 時間 と い う 間隔で、 そ こ には証拠はない と い う ふ 捌こ聞いています。 最初は 2 時間

だったんです。 と い う いき さつも あ り ます。 こ こ で言っていいのかど う か、 ち ょ っ と 分か

り ませんが。

我々 も実際そ う い う ふ う に使っていますので、 それで問題が起こ る と 、 2 時間あげる と

い う のは根拠がないこ と なのではないかと言 う 人が多かった ものですか ら 、 それで 1 時間。

最も多いのは、 内服薬か らオキシ ト シン と かに変える と き なんですけど、 その 1 時間 と い

う 、 前の間隔が 1 時間だか ら 、 最後から 1 時間たっていればと い う 話でま と ま った と記憶

しています。

○隈本委員 もち ろん、 こ のデータからその 1 時間な らいいのか、 2 時間な らいいのかと
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い う データは出て こない と 思っています。 だか ら 、 中々難 しい問題だ と思 う んですけ ど、

その 2 時間 と 1 時間 と い う のは、 体内動態の分析か ら出ている数字です黄熟 本当に 1 時

間 ぐ らいする と排出 されて しま う も のなんですか。

○藤森察委員 僕も ち ょ っ と詳 し く 覚えていないですけれども 、 血中濃度が保たれていてあ

る程度 と い う 、 その前の濃度等が関連する と薬剤の効果がな く なる と判断していいぐ らい

のに 1 時間かかる と い う ふ う に聞いていた と 思いますけれども。 ですから 、 そ こ に も明 ら

かな根拠はないんです。

○勝村委員 ち ょ っ と教えて頂きたいのですが、 今、 プロ ス タ グラ ンディ ンE 2 錠は、 1

時間ずつやっていって、 ど こ かで陣痛が発来した らやめ るんです裏為

○藤森委員 もちろんです。

○勝村委員 と こ ろが、 陣痛が発来 した後にオキシ ト シンでさ ら に促進するケースが今回

の事例でも あ り ますよれ だから 、 その場合は、 P G E 2 に関 しては陣痛が起こ った後も

1 時間おき に さ ら "こ続けて 6 錠までいかせているわけではないわけです長息

だから 、 その 1 時間か 2 時間かと い う議論に僕がすご く 関心がある と い う よ り も 、 今回

の これだけの■が集まってい‘ ,‘ もかかわ らず、 提言の内容疑こかき ･ う こ ろ.･僕
は気になっているんです。

○池ノ 上委員長 目前のデータ か らの と い う こ と です。 と い う こ と は、 こ のプロ ス タ グラ

ンデイ ンを飲んでも ら って、 その後オキシ ト シンに移った と か、 その後何に移った と かと

い う 具体的な時間軸 と い う のは、 あ る程度分かるんですれ

○市塚客員研究員 それは分か り ます。 全部調べてあるんですが、 ただ、 やっぱ り 事例数

が事例数なので、 こ の事例数で本当に提言と して普遍的に広めて しま っていいのかと い う

問題は、 事例一覧を示すと い う こ と であれば意味はある のかな と思 う んですが。

○勝村委員 おっ しゃ る通 り で、 僕は、 と にか く 今回は事例一覧を報告書に載せてほ しい

んです。
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それと 、 実際に併用 されている部分で間隔はどれぐ らいだったのか。 つま り 、 1 時間あ

いていなかった事例がある と い う こ と は提言か ら分かるんですけれども 、 1 時間以上あい

ている事例は、 たまたま今回の中にはなかったんですか。

○事務局 (御子柴) 今回、 P G E 2 を使った事例で、 併用 と いいま して も 、 例えば 1 妊

婦に、 1 日 目 違 う 薬剤を使って 、 2 日 目 の誘発で違 う 薬剤を使って、 と い う 意味で 2剤便

-てい･事例にざいますo そ う いった意味で ' 時間以上時間“空いてい‘事例,蝉Iご
ざいます。

ただ、 他の同 日 をこ使っている事例は、 全て 1 時間以内に使用 しています。

○藤森委員 時間軸の 1 時間以内 と い う の み義

○事務局 (御子柴) 前の薬を投与した、 P G E 2 を内服 した直後ですと か、 何十分後 と い

う こ と で、 1 時間以内に次の薬剤を使用 している と い う 事例でございます。

○上田理事 先ほど、 隈本委員から脳↑生秣痺発症の原因についてお話があ り ま した。 実は、

5 ページに子宮膨縦薬に関 した脳↑螂麻痺発症の原因について記載しています。 子宮収縮薬

が使用 されたJIを全部見ま して、 こ こ には書いていませんけれども 、 また次回で説明 し
ますが、 脳↑堕麻痺発症の原因についての状況を示 したい と思います。

こ こに書いてお り ますけれども 、 例刻ま子宮収縮薬の併用が発症の原因になった と い う

事例はあ り ません。 ですか ら 、 それはも う 少 し分かる よ う にお示 し したい と 思っています。

勝本･援"員がおっ しゃ る よ う に 、 問題があれば、 当然その裁こついて記述 しない と いけな

いと思っています。 一方、 必ずしも子宮膊純薬の併用が発症の原因であった事例はなかっ

たんですけれども 、 併用にあたってガイ ドライ ンに示される こ と をちゃん とやっていき ま

し ょ う と い う こ と で、 今回は併用を中心に書いてお り ます。

ただし、 先ほ ど勝村委員からお話があ り ま した よ う に 、 今回これだけ多 く の事例で、 用

量やモニターな どについて指摘されていますか ら 、 この裁こついて項 目 を立てて、 どのよ

う な言語題があったかをき ちんと整理したい と 思ってお り ます。
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○隈本委員 勝不･接さ員がおっ しゃ り たいこ と は、 恐 ら く 1 時間あいていないから 1 時間あ

げな さい と い う ふ 引こ言 う と 、 それはこの委員会が 1 時間あげれば安全だと言っている よ

う " こ聞 こ えて しま う と い う 、 その聞こ え方の問題だと思 う んですれ 決してそ う い う ふ う

に言 う わけではな く て 、 1 時間あげていない人はげ しか らんのでやめて下さい と い う だけ

言って、 1 時間あげた ら再発防止委員会 と してはこれで安全だと思っていますと い う こ と

ではない と い う こ と を明確に。 要する に、 基準違反はよ く ないのでちゃん とやって下さい

と い う 書き方にするべきだ と い う のが僕の受け と め方ですが 、 それはそれで置いておいて、

少な く と も一覧表をぜひ出 してほ しいんですけれども 、 それは分析をするに当たって、 あ

る いは再発防止を考える に当たって、 非常に重要な一覧表になる と思 う ので、 ぜひ出 して

ほ しいの と 、 や潴 り 具体的に言えば、 今、 手元で計算する と 、 こ の■、 赫シ ト シ,
を使って･ 、 る う ち“■の う ち■が留意点違反です“れ この数字を出す,何か独 り
歩きするん じゃないかと前回の こ と でお感じかも しれませんけれども 、 やっぱ り こ の数字

はすごい大きい と 思います& 衡きるケー“の う ちの.で飯→て ど う ‘ っ て 、 少
な く と も言える じゃないですか。

いや、 違反 した ら ど う なる と い う こ と じゃない と い う ふ う に色々 と意見はあ る と 思 う ん

ですよ。 と こ ろが 、 今回は、 明 らかに脳′曲麻痺になって しま った事例か ら省みて と い う こ

と の重さ があ るわけです。 それが原因に ど う つながったのかについては、 我々 は神様じゃ

ないので、 本当 に ど う 原因につながったカメ分か ら ない し 、 本当は全 く 関係ないもの もある

かも しれませんが、 それに したって,“撞反,週は やっぱ , 人“ の緘, して ど う
で し ょ う 。 その こ と と併用 と い う 、 こ の 2 つの数字を しっか り 、 併用のケースの例数です

れ これは全部結果が脳性麻痺になった事例についてだけで見た こ と で しか言えませんが、

少な く と も こ んなにた く さ んのルール違反はよ く ないのではないで し ょ う か と い う 再発防

止提言を してほ しい と僕は思います。

○池ノ 上委員長 あ り が と う ございます。 大体議論が。
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○勝村委員 こ こは命にかかっている こ と なので。 だから 、 僕も ご理解頂き たいのは、 会

議の進行を止める ほどわがま ま を したいわけ じゃな く て 、 僕はこんな機会ってそ う何回も

ない と思っているので、 こ の時期の再発防止委員長を されている池ノ 上委員長に、 僕は一

定の覚悟を して頂きたい。

ど う い う 覚悟かと言 う と 、 全国か らすれば、 本当 にほんの一部の事例ですが、 ガイ ドラ

イ ンに違反している 、 子宮彫縮剤を使 う と き にガイ ドライ ンを大幅に逸脱している 、 これ

をゼロ 姦 こする と い う こ と 。 そ う い う 結果が取れる よ う な本気の提言を しなき やいけない。

本当 に 1 年後、 2 年後、 3 年後 も 、 同 じ割合で同 じよ う な事故が出てきていた ら 、 全体の

何%は子宮収縮剤を使っていてガイ ドライ ンを逸脱していま した と い う 割合が減っていか

ないんだった ら 、 それはこ こ の責任であ り 、 も っ とや り 方がなかったのかと 、 も っ と いい

提言の仕方がなかったのかと後悔しなければいけない。 僕は本当に減 らせる事故を減 ら し

たい し、 や り 方次第でこれは減らせていける と思 う んです。 僕はそれだけを思っているの

で、 何 と な く 、 よ く ある 1 つの案件ですねみたいに済ませて しま った り 、 今までの よ う に

子宮収縮剤に関する こ う い う 問題はタブー化していって、 と い う こ と ではいけない。 だか

ら こそ何度も繰 り 返されていっている 。 医師に向けては 日母の冊子な どでも再三配布され

ていますけれども 、 一般向けには、 外側向けにはすご く タ ブー化 してき たから 、 同 じ事故

がいまだに繰 り 返されている。

僕が22年前に事故に遭った と き に 、 当時の 日母の冊子 と か学会の色々 な論文と か出 され

ている ものを読んで、 こんなに何十年も前か ら 同 じよ う な事故が起こ っていたのに、 誰も

止めて く れなかったか ら 、 う ちの子ども も こ んな同 じ よ う な事故に遭って しま ったのか と 、

本当 に思ったんですよ。 今度こそ僕 ら の子どもの事故を最後に して、 と 、 そ う 思っ て22年

経っていて これなんですよ。 これまでのこ と は池ノ 上委員長の責任ではないですけ ど、 こ

れまでも色々 な努力を して こ られた先生方がお られる と い う のも僕も知っていますし、 今、

こ こ にお られる方は努力 されている方たちだと 思 う んですけれども 、 今回は今まで と違 う
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分析データ を元に して、 色々 な被害者の人にも 、 事故を受けた人にも協力 して も ら っ てい

るわけですか ら 、 何と な く 作った報告書ではダメ で、 止め られる も のは本当に止めてほ し

い と 思っているわけで、 陣痛促進剤は、 常位胎盤早期剥離の よ う を こ 自 然に起こ って しま う

話熱ま違 う んですから 、 あ る程度の覚悟をも っ と決めて しない と いけない。 でき るだけ報

道しないで下さいねみたいな記者会見を していた らだめですま と 、 僕は今回は、 事故をな

く すための報告書に して欲 しい と言っているんです。

本当 に 日本中の産婦人科医が悪者に される と い う こ と では絶対ないですから。 ガイ ドラ

イ ンを逸脱している と い う こ と がまだかな り ある けれども 、 だけ ど事例 と した ら 、 日 本全

国の出生数100万件か ら した ら 、 こ こ に出て く るやつは少ないわけですか ら 、 やっぱ り そ

う い う と こ ろに も き ちん とやって も ら わなき やいけない し、 本質を しっか り 繰 り 返 し言わ

ない と 、 併用する と き の間の 1 時間みたいな提言 と い う のは、 何か本質 じゃないですよね。

ガイ ドライ ンを違反している と い う こ と は、 僕は軽い 1 案件ではないと思っているので、

全体の事故パーセンテージを ぐっ と減 らす、 重度脳｣瞳麻痺の数を ぐっ と減らす 1 つの大切

なこ と だと思っているので、 本来はこの制度ができた時点で、 でき たこ と & こ よ る緊張感の

高ま り でも っ と減っておいてほ しかったんですけど、 それが う ま く き ていないので、 でき

るだけ早めで、 片を付けて欲 しい。 4 回 目 、 5 回 目 、 6 回 目 の報告書で同 じよ う なこ と を

言いた く ないので、 毎回同 じこ と を言いた く ないので、 1 回 目 で長めに しゃべって しま っ

ていますが、 それで終わる こ と が出来れば乙思っている ので、 真摯に受け と めて頂け る と

あ り がたい と 思っています。

○池ノ 上委員長 あ り が と う ございます。 私も覚悟を しない と いけない と は思っているん

ですが、 これは藤森委員なんかに もお聞き したいんですけれども 、 いわゆる今の色々 な大

学の教育機関 と か、 あ る程度の施設では、 ほ と ん どガイ ドライ ンどお り やられているので

はないかと い う ふ う に思 う んです。 そ う い う の も 、 例えばアンケー ト調査を して。

○勝村委員 いや、 それはそ う なんですけれども 、 こ こ に出てきている も のを減らす と い
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う 話。

○池ノ 上委員長 そ う い う 意味で言っているん じゃないですよ。 だから 、 ｢本当 は世の中

の人、 ちゃんと こ う やっているんですよ。 だけ ど、 先生たちは特殊ですよ。 こ んな こ と を

やっているのは｣ と い う よ う な提言ができ る よ う なデータ を持たない と いけない と 思 う ん

です。 だから 、 結果朝薗J曲麻痺になって しまわれたお子 さ んか ら見てい く と 、 その中の80%

はこ う ですよ と 。 しか し、 世の中のほ と ん どの施設はちゃん と ガイ ドライ ン どお り " こやっ

ていますと 、 も う そろそろそち ら の対比 した、 しっか り した コ ン ト ロ ールにはな り ません

けれども 、 世の中の こ っ ちはこ う ですよ と い う よ う な こ と が出せる よ う なデータが こ こ に

集ま り つつある と い う こ と です。

ですから 、 そ う い う のを粛々 と我々 は出 してい く 。 そ う する と 、 それを見る方たちがち

ゃん と それを判断して、 やっぱ り 自 分も しっか り しない と いけないな と い う ふ う に思 う よ

う な 、 そ う い う 提言の仕方をやってい く のが我々 の委員会ではないかな と い う ふ う に思 う

んです。 その結果、 勝村委員が指摘されたよ う に 、 こ の割合が どんどん減っていって、 何

年力瑠籤まオキシ ト シンのガイ ドライ ン違反 と い う のはも う 日 本の中ではな く なる と い う 状

況が生まれる よ う にするのが我々 の務めだろ う と 思います。

○勝村委員 時間がないので。 次も少 し話を させて頂ける と嬉 しいのですが。

○池ノ 上委員長 はい、 そ う ですか。 いいですよ。

○勝村委員 そんなに乱暴に何時間 も と思わないんですけれども 、 こ の報告書で、 先ほ ど 、

隈本委員の話も あ り ま したけれども 、 1 つは、 原因分析の と き に事実経過についての主張

が異なっていた ら 、 両論併記していますよね。 僕も ちゃん と本当はや り たい と思いなが ら 、

いつも時間がな く て来て しま う んですけれども 、 こ こ に一応事実経過が書いてあ る けれど

も 、 両論併記的に、 例えば過強陣痛があったかなかったか と か、 過強陣痛がなかったんだ

った ら陣痛促進剤は原因にはな ら ないだろ う と 。 でも 、 妊婦と した ら 、 どれ ぐ らいが過強

陣痛か分か らないけれども 、 と か、 過強陣痛だったんじゃないかと思っている け ども 、 な
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ぜか過強陣痛じゃない と い う判断を下されて しま った。

これは、 過去の陣痛促進の裁判、 僕が裁判 している最中で、 僕が知っているだけで僕と

同 じよ う な裁判が四十数件全国であ り ま したか ら 、 それらか ら入手した資料を全部僕は読

みま したけれども 、 そこ が争点るこなっている こ と が多いですよ メ姦 原告側の本人は過強陣

痛だと言っている けれども 、 なぜか医療側からは過強陣痛ではない と されて しま う と い う

パターンですよれ 原因の 1 つではないのか、 こ う い う 結果になった原因の 1 つではない

のかと原告が言 う のに と 、 原因ではない と言って しま っている。

ど う も今回でも 、 陣痛促進剤を これだけ使っていてガイ ドライ ン違反はいっぱいあ る け

れども ･ それが脳'鞆痺“原因 乙ぬ‐てい･ “辺Iしかな, 、みたい ,言っ‘ し“ う の ,, 、
僕は書き過ぎ じゃないかと 。 全部が原因だった と まで書 く 必要もな く て 、 因果関係なんて

分か ら ないか ら。 な“で、 少な く と も墨.働か“原因魁･た と書･れ‘いるわけで、
■だけなんだった捌けイ ドライ ンを守らな く て も いいよ う な話撚っ‘ く “ “で、
やっ ぱ り 何らかの原因の 1 つになっているん じゃ ないかと い う こ と 。 昔か ら なぜこ のガイ

ドライ ンを守れと書いてあるかと い う と 、 こ のガイ ドライ ンを守ら なかった ら脳′盤麻痺に

なるから と 、 昔から ちゃん と書いてあるんですよ と 。 だか らガイ ドライ ンを守 り な さ い と

書いてある 。 に も関わ らずガイ ドライ ンを守 らずに、 脳′瞳麻痺になっているんだか ら。 だ

け ど、 原因分析の人が、 やっぱ り も う ち ょ っ と子宮度縦剤に対して、 ガイ ドライ ン違反に

対して厳し く 指摘するべきだら思 う んですけれども 、 原因 と は関係ないだろ う と書いて し

ま っ ている。 関係あ る と まで書けないのはよ く 分かる ので、 あ る と 書 く 必要はないけれど

も 、 関係ない と い う趣旨で書いていた と して も 、 関係ない と それだけ書く に して も 、 わざ

わざそ う やって こ の使い方違反を許す方向で、 軽視する方向でやってい く と 、 よ く ない と

思います。

聞 く と こ ろに よ る と 、 実際、 この制度が始ま ってからでも 、 結局、 子宮収縮剤絡みの事

実関係絡みでの不満と い う のは挙がってき ている 。 それは事実関係の認定の不満ですが、
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原因分析のあ り 方に関 しての不満の中に入る と 思いますので、 その辺の調査はまたそっ ち

のほ う でき ちんとやって も ら っている ので、 僕はたまたま数件聞いている程度ですけれど

も 、 だけ ど、 どっ ちを肯定する と い う 話じゃないけ ど、 何か、 報告書で片方を無理に否定

する方向で書かないでほ しい。 淡々 と 一覧表を載せる と か、 淡々 と ガイ ドライ ン違反がこ

れだけあ る と い う こ と のほ う が よ く て 、 何かオブラー ト で包も う とする感じ と か、 視点を

そ らす“ う な方向 ･は行･‘ほ し く な く て 、 僕の疑心暗鬼かも しれないですけれども 、 .
Iだけ と書い‘いる と こ ろがあ り ま したよれ 5 ページのその書き方に して も 、 そはで
言いき る必要はない、 裁判所じゃないんだからやる必要はないわけで、 原因分析はそれぞ

れされているか ら 、 その中でそ う い う ふ う に書かれている こ と も あるかも しれないけれど
　　 　 　　 　 　 　 　 　

も 、 檄こ再発防止 と い う観点で報告書を書く んだった ら 、 その■■は何の教訓にも な ら な

いけれども 、 残 り “■とい う "ではな しに、 直接的原因 じゃないに して も 、 間接的原
因の 1 つかも しれないし、 原因の 1 つである こ と は考え られる ぐ らいは、 子宮収縮剤をガ

イ ドライ ン違反で使っていて脳↑劉麻痺になっているんだった ら 、 大概の事例は原因の 1 つ

になった可能性はある ぐ らいの表現で、 僕は適切だと思いますけれども。 間接的原因に も

なっていないかの う よ う に言いき る と い う の も ど う か と 思 う ので、 も う 少 しガイ ドライ ン

違反をな く してい く 方向では、 最初の 2行なんて僕はい ら ない と思 う んです。

○上田理事 確かに脳性麻痺発症の原因の 1 行 目 の記述についてのご指摘は分か り ますが 、

原因分析報告書に記載された原因についてき ちん と分析 してい く こ と が大事です。 記述に

ついては、 誤解されないよ う に十分注意しますが 、 原因分析委員会は中立的に審議されて

いて 、 発症の原因を分析し、 その中で子宮収縮薬について も よ く 取 り 上げられていますの

で、 そ う い う 報告書の中から何が見えるかを記載する こ と が大事だと 思います。 発祥の原

因について、 関与 している 、 助長 した可能性があ る 、 可能性が否定でき ない とい う 事例が

あ る ので、 また医学的評価に も言鶚題があるので、 子宮収縮薬についてき ちん と取 り 組も う

と い う 理念で書いてお り ます。
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○勝村委員 最後に言います。 皆さん、 お忙 しい中来られているのに僕 1 人が しゃべ り 過

ぎる と いけないので、 今 朝まこれを最後に しよ う と 思いますけれども 、 直接的原因 と ば言

えないんじゃないかと報告書に書いている事例 と かがある と思いますけど、 やっぱ り それ

ぞれ原因分析書にはそのニュアンスがある と思 う んです黄熟 こ う い う ふ う ろこ直接原因 と

な衆事例はないんだと 、 .でないんだと い う 書き方,, 、 その一ュ ア,ス をは く 伝え
る表現ろこ僕はなっていないと思 う ので。

○上田理事 その点は注意 しますと 申 し上げています。

○勝村委員 だから 、 やっぱ り ガイ ドライ ン違反 していて重度脳↑職麻痺になっているケー

スに関しては非常に注意してほ しい と い う こ と をデータか らやってほ しい し、 本質的みこガ

イ ドライ ンを違反 してやる こ と に関 しては、 職能団体に向けて提言するんだった ら 、 職能

団体に言わない以外に僕はも っ とやる方法も ある と 思いますけれども 、 やっぱ り 職能団体

が も っ と本気で、 それぞれの地域の医師会の入ろこは と んでもない リ ピーターが確かろこおる

ので、 飲み会の と き には肩をたたいて、 事故の多い医師に対して ｢おま え 、 も う お産やめ

ておけよ 、 と 言 う ているんだけ ど、 まだやるんだよな｣ と ぼやいてお られる地域の医師会

の幹部の方もお られるわけです。 そんなこ と を言っていて被害が繰 り 返された らいかんわ

けなので、 その よ う な話だけ じゃないですけ ど、 き ちん とやってほ しいな と僕は思 う んで

す。 こ の 1 個 1 個の事例の悲惨さ を僕は知っている ので、 30 と か20 と か10 と かい う こ と は

増やしてほ し く ないので、 こ こ はかな り 気合の入った提言を僕はお願い したいと思います。

も う 1 つ、 最後に。 今回は、 こ のま と めて頂いた表をほぼこの形でと い う か、 これプラ

スで今 日 お願い した こ と も含めて、 それを一覧表で報告書に掲載してほ しい。 その う えで、

でき るだけき ちん とやって も ら って、 それでこの産科医療補償制度の真価はガイ ドライ ン

違反の割合が減ってい く と い う こ と を 、 こ の後、 目 の当た り みこ していけるかど う か と い う

こ と だ と い う ふ う に僕は思ってほ しい と思 う んです。

O隈本委員 それに僕も賛成なんです。 と い う のは この分析斑Iの併用例だけ みこつい
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て詳し く 分析しているので、 さ っ き僕の記憶違いだ と言ったのは、 これが原因で した。 つ

ま ' 、 .とい う のは併用事例だるナですよれ 要する に、 オキシ ト シン と それ以外の もの
を併用 した事例だけを分析して。

○上■理事 , 、や、 編ま り■です。
。隈本委員 ■を分析し‘。 でも 、 分析檄瀘lですよれ
○上田理事 違 う と思います。

○隈本委員 僕、 確か子宮破裂の不全破裂みたいなやつでオキシ ト シンを使ったケースが

わは ,い う ふ う揺-““は、 多分、 の併用例の霊‘入〆いな･ 、んだけ思 う ん
です。

○上.理事 いや、 .で、 私 どもが見た範囲では確かなあ腔思いま挑も う 1 回
確認します。

○隈本委員 確認して下さい。 いずれに して も 、 今、 こ の文章の書き方か らする と 、 対象

■“中で子宮収縮薬のみが原因だ→たのはないか う 書き方なんですよれ そんなある
はずない じゃないですか。 子宮収縮薬のみが原因で脳性麻痺になるなんて。

○上田理事 も う 1 度き ちん と します。 併用を中心に書いていますが、 先ほ どの勝村委員

のご指摘の よ う に 、 ガイ ドライ ンに示されている投与量やモニタ リ ングな どに関 して も記

載します。

0隈本委員 ･べ-ジ、 僕この文章、 読み間違いですれ 玻 , ｢分析壕事伊層に
おいて･ 子宮収縮薬の使用のみ“' ' 書いて弱から 、 つ“ り これ,遭わ言舌では う 。
■じ“ないよれ

歳費毀せ徘無“に→※“~てみ- ･ 舘應のみ“■
○上田理事 こ こ み かも しれません。

○隈本委員 Iで し“要するに、 併用例につ、 、て調べてみる と 、 子宮
園だったのはない。 それはそ う ですよ。 その後に新生児蘇生も色々 ある し、

因 ｣ と い う ふ う に断定でき る こ と なんかはほ と ん どないので。

｢のみが原
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だから 、 それは置いておいて、 これで行く と 、 要する に、 本当は子宮蠣縦薬の使用例全

体についてまず原因を分析し、 そ してそれのガイ ドライ ン違反が どれほ どの比率であるの

か と い う こ と を書いた う えで。

○上田理事 それを します。

猥本委員 さ ら に問贓ま、 併用例“ う ち 、 こ“■“ う ち 、 ガイ ドライ ,違反“、 や“
てか らすぐやるまでが短いのが多かった よ と 。 これに気をつけま し ょ う ね と い う 、 論理と

してはそ う なっていかない と いけないので、 いき な り 何か細かい各論に入っちゃっている

か ら 、 違和感があるん じゃないで し ょ う か。

○池ノ 上委員長 はい。 あ り が と う ございま した。 大変意義のある ご意見を頂き ま した。

勝村委員がおっ しゃったんですけ ど、 別に我々 は緩やかに しよ う と い う ふ う に思っている

わけではな く て 、 事実を淡々 と 出 しなが ら 、 そ してそれを粛々 と進めてい く 。 その裏には、

やは り 再発防止委員会で検討する事例 と い う 、 その数の重み と い う のが歴然と しています

か ら 、 その数の重みをき ちっ と分析して、 そ して言える も のは言 う 。 言い過ぎてはな らな

いものは言い過ぎない。 皆 さ んの信頼をき ちっ と得られる よ う な 、 そ う い う こ と をやって

い く と い う こ と で、 オキシ ト シン使用についての日野tの流れと い う も の も 、 色々 なモニタ

リ ングのあ り 方 と か、 その言靴価 と か、 子宮収縮の生理学と か、 そ う いっ たも の もずいぶん

変わってきていますので、 そ う いったこ と も背景に しなが ら学会の意見も求め る と い う よ

う な方向で行きたい と 思います。

それと全体の文言の この文章の書き方に して も 、 余 り 細かい と こ ろで否定的にな り 過ぎ

る と か、 あ る いは余 り に も強過ぎる ステー ト メ ン ト にな り 過ぎる と か、 どち らかに偏って

しま う と い う よ う な こ と のないよ う に 、 でき るだけ事実を淡々 と述べてい く と 。

それか ら 、 最後に隈本委員がおっ しゃって く ださ ったのは非常にいいこ と で、 オキシ ト

シンのみが原因になる こ と はあ り 得ないで し ょ う と 。 色々 な も のが複合的になるんですよ

と 。 それはま さ にその通 り であ り ま して 、 そ う いっ た も のを積み上げていってい く う ちに、
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やは り オキシ ト シンの 占める役割の重要性と い う ものが浮かび上がって く る んだ と 思 う ん

ですれ ですから 、 そ う いったこ と を視野に入れなが ら も う 少 しブラ ッ シュア ップ してい

く と い う 方向で報告書をや り たい。

○藤森委員 次に もつなが るのであれなんですけれども 、 分娩誘発 している と き は、 やっ

ぱ り 隈本委員がおっ しゃ ったよ う に、 き ちん とモニタ リ ングの評価ができているかど う か

と い う こ と のほ う が圧倒的に問題であって、 オキシ ト シン と い う のは子宮筋への感受性が

1 , 0 00倍違 う と い う 、 4 るナたも違 う と い う よ う な こ と も言われていた り する ので、 症例に

よ っ てはですれ なので、 ス ター ト の量が必ずしも今の量が正しいかど う か と い う のは、

我々 も疑問を持ってやって始ま っていますけれども 、 ガイ ドライ ンにそ うやって出て しま

う と 、 やっぱ り 守 ら ざる を得ない と い う こ と で、 う ちの医局員なんかも疑問を感 じなが ら

もやっているのは事実です。

ただ、 そ う い う低用量から始め る と い う こ と は、 事故を起こ さ ない と い う 意味では重要

なのかも しれません。 その感受性を見なが らやってい く と い う 意味では重要だと思います。

ただ、 我々 は経験的に、 こ の量では無理でし ょ う と い う よ う な こ と を経験する こ と がまま

ある のは事実ですけれども 、 以前はき ちん と モニタ リ ング して評価でき る人が便刻ま、 こ

のガイ ドライ ンよ り も増や した量でやっていて も我々 は安全だった と い う 、 そ う い う 渚結論

で しかない と思います。

最後に、 隈本委員がおっ しゃっていた事例 と い う のは、 前回帝王切開でオキシ ト シンを

使っている事例で、 常イ湖台盤早期剥離と子宮破裂の どち ら も考え られる とい う 事例だった

と僕は記憶しています。

○池ノ 上委員長 あ り が と う ございま した。

○勝村委員 今、 僕も 、 その話は裁判なんかでも 、 用法 ･ 用量に関 して患者側はいつも不

満に思 う んだけれども 、 最終的にはモニタ リ ングの早期発見の遅れ、 モニタ リ ングのいい

かげんさ が指摘される と い う パターンが多いわけです黄熟
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今“お話なんかをお聞き% とに“■“事例“中で用法 . 用量“ガイ ド% '違反
がやっぱ り 気になる し、 そんなこ と の割合が多過ぎる と 、 何かこ こ の場がアカデミ ッ ク な

議論にな ら ないです表れ ほんと はみんなガイ ドライ ンを守ってやっているんだけ ど、 脳

｣盤麻痺が起こ ってきて、 も う ち ょ っ と ガイ ドライ ンを こ う 変えた ら も っ と減 らせるん じゃ

ないかと い う よ う なアカデ ミ ッ ク な場に してい く ためには、 ガイ ドライ ンを守っていない

と い う のが一定かな り ある と全然そ う い う 方向に集中できないので、 それを減ら したい と

思 う わけですけ ど、 その減 ら し方が、 実は、 用法 ･ 用量も ある けれども 、 よ く 見てみる と 、

モニタ リ ングのガイ ドライ ン違反、 モニタ リ ングのほ う の問題によ り あるんだと い う こ と

がも し浮かび上がってきているんだった ら 、 そ う い う 指摘を も っ と強める と か、 本当に結

果と して こ う い う 事例が こ こ に出て こ ないよ う になればいいわけなので、 そんな こ と も で

きれば分析して、 説得力を も ってやっていってほ しい と 思います。

○池ノ 上委員長 あ り が と う ございます。 今、 藤森委員の意見もあ り ま した。 やは り 、 産

科医療の中でオキシ ト シンを使 う と い う 、 事の重大性、 そ う 簡単にポイ ポイ と使っ ちゃい

けませんよ と い う 情報を しっか り 普及 しない と いけない と思います。 オキシ ト シンを使 う

んだった ら 、 さ っ き も言われた よ う るこ 、 覚悟 して使いな さい と い う よ う な、 そ う い う薬剤

だと思 う んですれ そ う い う 方向でき ちっ と した分析を進めていきたい と思います。 ど う

も あ り が と う ございま した。

ち ょ っ と 時間的に押 してまい り ま したので。

0勝ホ･接ぎ員 すみませんでした。

○池ノ上委員長 いえ、 いえ。 せっか く 板橋委員 と 田村委員がい ら っ しゃいますので、 お

2 人い ら っ しゃ る と き にや り たい ≧思いますので、 新生児蘇生のほ う を先にやらせて頂き

たい と思います。 そ して 、 あ と 時間はないかも しれませんけれども 、 分娩心拍数監視のほ

う は後でやるか、 次回に回すかと い う こ と に させて頂きたい と思います。

では、 新生児蘇生のほ う の説明を、 事務局、 お願い致します
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( 3 ) 新生児蘇生について

○事務局 (御子柴) 資料 7 を ご覧頂けますでし ょ う か。 ｢新生児蘇生について (案) ｣

のでございます。

こ ち らは第 1 回の報告書で、 まず、 新生児蘇生について 、 分娩に携わる全ての医療関係

者がバ ッ グ&マス ク及び胸骨圧迫な どのアルゴ リ ズム 、 ガイ ドライ ンに沿った蘇生法を行

える よ う “こする と い う こ と を 目 的 と して 、 15件について状況を取 り ま と めま した。 この際

‘も藤 上げ“ しは う ･ミ ロ o “④ガイ ド'イ ,“基づき“ して、 今回遭1を対
象 と して分析してお り ます。

資料が飛びますが、 4 ページをまずご覧下さい。 図○-○- 1 と しま して 、 かな り 見に

く い資料になってお り ますが、 第 1 回の報告書で掲載致しま した新生児の蘇生法アルゴ リ

ズムに対して 、 新生児蘇生法テキス ト の中でアルゴ リ ズムの各段階にステ ップをつけてい

ま して、 そち ら の段階に沿って人工呼吸の評価、 胸骨圧迫を行 う 判断、 あ るいは気管挿管

を行 う 言鮖薗な どについて、 ステ ップごと に記載されてお り ます。

第 1 回の報告書の取 り ま と め と 致しま しては、 こ の図ですと ステ ップ 1 ~ 5 のあた り ま

でを中心 と して記載されていたか と思います。 今回、 再度同 じテーマを取 り 上げる と い う

こ と ではございますが、 前々回の委員会でも新しし ヰ児点に着 目 した形で取 り ま と めを と い

う ご意見がございま したので、 今回はこ のアルゴ リ ズムです と 、 下の後半を中心に取 り ま

と めてお り ます。

ただ し 、 蘇生につき ま しては、 第 1 回も報告書に記載してお り ま したけれども 、 90%が

バ ッ グ&マス ク で蘇生が可能である と い う 大前提がございますので、 そち ら に関 しては再

度提言をする形で、 後半の部分には、 人工呼吸の評価及び気管挿管、 ア ド レナ リ ンの投与

についてを中心に取 り ま と めた と い う こ と になってお り ます。

戻って頂き ま して、 資料 1 ページ目 の下にあ る 図ですが、 こ ち ら は原因分析報告書にお
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ける ｢脳↑聖麻痺発症の原因｣ と い う 項の中で、 出生後の低酸素、 あるいは低酸素血症、 酸

血症が脳′圏麻痺の発症及び症状の増悪な どそこ関連 した と い う よ う な記載がある も のをお示

し したものになってお り ます。 記載の程度もかな り 様々ですので、 こ の辺に関 しま して も

中々取 り ま と めが難しい問題ははあ り ますが、 少なか らず出生後の低酸素な どが関与した

事例の状況をお示し したも の盛一‘お り ますぶれあら見“ して も 、 .l霰で記
載がございますので、 出生後の低酸素を早く 回復 させる こ と の重要性を再度こ ち らでお示

し して 、 蘇生について分析をする と い う 流れに致しま した。

資料 , ページをご覧下さい。 前轍･件でございま したので、 今回■,‘れて行わ
れた蘇生の状況をお示し してお り ます。 人工呼吸、 胸骨圧迫、 気管挿管、 ア ド レナ リ ン と

い う こ と で、 こ ち ら は事例の数ではな く 、 行った数にな り ますので、 重複がございますが、

こ の よ う な図にな り ます。 注釈につけま した人工呼吸については、 記載している も のをあ

り と い う こ と でカ ウ ン ト して集計 してお り ます。

次、 表○-○- 3 でございますが、 こ ち ら は分娩に関わった医師の診療科別の状況をお

示し したも のにな り ます。 注釈にあ り ます通 り 、 補償申請にあたって提出を依頼してお り

ます ｢分娩監視開始に至る までに関わった医療従事者について｣ と い う 質問書において返

答された内容を取 り ま と めてお り ます。 その中で小児科医の関与.ミ なかったも のが■と
い う "で、 .lの--が小児科医がいない状態で分娩を迎えている と い う こ と
にな り ます。

次、 3 ページをご覧頂き ま して、 表○-○- 4 でございます。 こ ち ら は分娩機関の施設

区分別に出生時の小児科医の立ち会いの有無について取 り ま と めた表になってお り ます。

ただ し、 こ ち らの表に関 しま しては、 出生時に小児科医、 あ る いは新生児科医が立ち会っ

た こ と が記載されている も のを ｢あ り ｣ と してお り ますので、 こ の中には原因分析報告書

に記載がないも の も含まれてお り ます。 本当 に小児科医の立ち会いがなかったもの と い う

もの をお示しするのには中々難しい表にな り ます。 小児科医がいない状況でお産をする 、
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分娩を迎え,か う ‘ ' “状況をおれ%撓 う意味では 表○-○- , “■霰と
い う こ と でお示 しができ るか と 思いますが、 こ ち らは出生時の小児科医の立ち会い と い う

視点で取 り ま と めた表と なってお り ます。

蘇生においては、 バ ッ グ&マス ク が基本的には重要でございますが 、 今回はアルゴ リ ズ

ム後半部分の人工呼吸の評価、 気管挿管、 ア ド レナ リ ンについて取 り ま と めた分析に して

お り ます。

次、 4 ページをご覧下さい。 先ほ どご覧頂き ま した下の方にございます記載です。 こ ち

ら に関 しては、 バ ッ グ&マス ク で基本的には90%の蘇生が可能ですが、 今回の分析対象の

中で気管挿管をテ*■“ う ち■“爵串管事例りが ございま した。 その再才重管事例の
中には、 挿管 しても児の心拍が回復 しない状況であったに も 関わ ら }ず挿管を取 り やめてバ

ッ グ&マス ク に切 り 替えなかった よ う な事例、 原因検索を行わず、 再挿管の手技を繰 り 返

した とい う よ う な事例がございま したので、 バ ッ グ&マス クへの切 り 替えや挿管状態の評

価な どの重要性が う かがえますので、 これ ら の再挿管事例の状況を取 り ま と めてお り ます。

説明.温く て申 、訳ございませんがきページでは、 再挿管漸→た事例の.の状況
をお示し してお り ます。 こ ち らは、 各挿管において実施者と再f蔚管の理由 を取 り ま と めま

した。 再挿管の理由 と しては、 食道挿管、 片肺挿管、 チューブの深さ 、 サイ ズ変更、 分娩

室か ら 目 方鶴設内のN I C Uへの移動や、 他施設への搬送な どの際に挿管チューブが抜けた

事例ですと か、 あるいは実施された時間帯な どから 、 移動に伴って抜けた こ と が う かがえ

る事例がございま したので、 それら理由が分かる よ う な形でお示 し してお り ます。

次、 6 ページに移 らせて頂き ます。 6 ページには、 ア ド レナ リ ン投与の状況をお示し し

てお り ます。 ア ド レナ リ ンは、 ガイ ドライ ンにおいて静脈確保ができ なかった場合に選択

されるべき も の と い う こ と と されてお り ますが、 今回の分析対象事例を見る と 、 表○-○

- ' “よ う に I--,が気管投与を “てお り ます。 ただし、 こ の圃ま事例数では
な く 、 投与を行った件数、 かつ重複あ り の状況にな り ます。 気管投与においては高用量の
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投与が推奨されてお り ますが、 気管投与事例の う ち投与量が少ない事例が多 く 見 られた と

い う傾向がございます。

また、 逆に静脈投与につき ま しては、 投与量が多過ぎる と い う よ う な事例が幾つかござ

いま した。

これら のこ と から も 、 ア ド レナ リ ンを正 し く 投与する こ と に よ って効果的な蘇生を行っ

て頂 く ための提言と い う こ と で、 ア ド レナ リ ン投与事例を分析してお り ます。

7 ページに移 らせて頂き ます。 こ ち ら には、 何度か再挿管を行ってバ ッ グ&マス ク に切

り 替えたけれども 、 原因検索を行わずに何度も気管挿管を繰 り 返したこ と が一般的ではな

い と い う よ う な教訓 と な る事例にな り ます。

次、 8 ページに移 らせて頂き ます。 8 ページにはア ド レナ リ ン投与に関して指摘がある

事例を教訓 と してお示し しています。

次、 9 ページ以降に関 しま しては、 医学的評価において蘇生について記載されたものを

カテゴ リ ー分け して取 り ま と めています。 基本的なアルゴ リ ズムに沿った蘇生、 気管挿管

の状況、 ま た気管挿管におき ま しては、 再挿管事例ですと か児の状態評価な裁こついて取

り ま と めてお り ます。

次、 1 1ページに移 らせて頂き ます。 1 1ページにはア ド レナ リ ン投与についての医学的評

価ですけれども 、 先ほ ど申 し上げま した よ う に 、 投与方法について、 希釈です と か投与量、

あ る いは①にございますよ う に 、 適応について も一般的ではない と い う よ う な指摘がござ

いま したので、 それら について抽出 してお り ます。

次、 12ページでございます。 1 2ページには、 人工呼吸の評価、 あ る いは蘇生法に対して

の児の状態の言轡面 と い う こ と 、 蘇生が困難な と き 、 搬送が必要な と き に関 して、 判断です

と か対応をでき るだけ早く 行って頂きたい と い う こ と も含めて、 原因分析報告書の記載を

ま と めま した。 これに加えま して、 診療録に挿管の状況等の記載が十分でない と い う 指摘

も ございま したので、 そち ら について (5) に取 り ま と めてお り ます。

46



検討すべき事項に関 しま しては、 第 1 回報告書と 同様に分娩に関わる全てのス タ ッ フに

対して蘇生の技術を習得してほ しい と い う事項と 、 新生児蘇生法の講習会を受講するだけ

ではな く 、 その後の継続的な訓練ですと かシ ミ ュ レーシ ョ ンな どについて も提言されてお

り ますので、 それ ら をこついて取 り ま と めてお り ます。

1 3ページは省略させて頂き ま して、 14ページ以降、 先ほ どの医学的評価に対して、 搬送体

制ですと か院内の蘇生の実施体制、 また第 1 回 目 でも提言致しま したが器具の整備な どにつ

いて指摘が されてお り ま した。

1 5ページ以降、 学会に対しては、 新生児蘇生法講習会の受講の促進、 また受講後の糸圏続

的な教育。 国 ･ 地方自 治体に対しては、 新生児蘇生法講習会の支援、 また新生児搬送野本制

の支援と い う よ う なこ と が指摘されてお り ます。

長 く な り ま して、 申 し訳ございません。

1 7ページ以降には現況を記載してお り ます。 前回 と 同 じ よ う な形式で前半部分を取 り ま

と めてお り ますが、 18ページ以降におき ま しては、 N C P Rガイ ドライ ンに沿って気管挿

管及びア ド レナ リ ン投与について記載してお り ます。

主に18ページでは、 基本的にはバ ッ グ&マス ク で十分に蘇生ができ る と い う こ と ですが 、

気管挿管にあたってはど う いった こ と に注意を してほ しい とい う こ と と して 、 十分な換気

を行いなが ら挿管をする 、 また挿管が う ま く いかない時にはバ ッ グ&マス ク に切 り 替える

と い う こ と について記載してお り ます。 また、 四角 に囲みま した と こ ろ に気管挿管の適応、

また今回のポイ ン ト でございます状態の言鮖面 と い う こ と で、 挿管の確認と い う こ と につい

てお示し してお り ます。

1 9ページには、 ア ド レナ リ ン投与量に関 して 、 20 1 0年版ガイ ドライ ンにおいて気管内投

与の推奨量が0 . 0 5~0 . 1爬/kg と い う こ と るこなってお り ますので、 そち ら について強調 した

形でお伝えでき る よ う に取 り ま と めてお り ます。

20ページに移 り ます。 前回はお示し してお り ませんでしたが、 日 産婦のガイ ドライ ンの
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にも蘇生に関する推奨がございますので、 その記載をお示し し、 2 1ページ以降には、 蘇生

法の講習会の実施状況についてお示し してお り ます。

22ページの表につき ま しては、 N C P R のホームページに掲載されてお り ま した講習会

の事業推移ですと か、 色々 な聴聞童の方に受けて頂きたい と い う こ と で、 受講者の聴聞嘲りの

表をお示 し しています。 今回はN C P Rのホームページか ら 引用 させて頂いてお り ますが、

詳 しい数字は報告書の公表日蕁期に合わせて、 また田村委員に示し方等についてご教示頂け

ればと思いますので、 お願い致します。

では、 23ページか らは、 市塚客員研究員よ り 、 ご説明致します。

○市塚客員研究員 3 番、 再発防止および産科医療の質の向上に向けて と い う こ と で、 今、

事務局か ら話があったこ と をま と めてあ り ます。

出生後 も低酸素状態が持続し、 その状態が さ ら に悪化した と考える事例は、 今回の場合

.Iとい う 結構な数があ り ます“で、 新生児蘇生を適切賄う こ と 1月断続痺発症“再
発防止を図る う えで重要ですと い う こ と を 、 まず書いてあ り ます。

今回の分析対象事例か らの教訓が①~⑤まで書いてあ り ます。 第 1 回の再発防止に関す

る報告書では、 分娩を取 り 扱 う 病院、 診療所、 助産所全ての施設において産科医の技術の

向上を図る と と も に、 分娩に携わる全ての医療従事者が新生児蘇生法を身につけ られる よ

う に取 り ま と めてあ り ますが、 第 1 回報告書に関 しま しては、 先ほ どお話があった よ う に 、

ステ ップ 1 ~ 4 までの と こ ろを想定して書いてあ り ますので、 今回はステ ップ 5 ~ 7 を中

心に取 り ま と め 、 その結果、 産科医療関係者に対する提言と しま して、 1 ) の (の は、 まず

バ ッ グ&マス ク換気までは全ての医療従事者がアルゴ リ ズムに沿って実施でき る よ う る こ準

備 しておきま し ょ う と い う こ と 。

(2) 気管内挿管に関 しては、 やは り 適応を十分判断して必要がある と き に行 う 、 また挿

管 した場合は、 正 し く 挿管 されているかど う か評価を しま し ょ う と してお り ます。

( 3) ア ド レナ リ ンに関 しては、 これも適応の評価を適切に行 う 、 また本当に必要な と き
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は速やかに投与する と い う こ と 。 基本的な投与方法、 投与量が適切でない事例がかな り の

数認め られた と い う こ と で、 今、 こ ち ら のこ と を提言させて頂いてお り ます。

(4) み滋蘇生後 も随時児の状態を言鮒価 し、 改善が見 られない場合は原因検索を行います。

(5) 重症仮死 と判断され、 児の状態が改善しない場合は必要に、 応 じて搬送を考慮して

下さい と い う こ と 。

(6) 処置後に児の状態を評価 し 、 蘇生法や治療法を行 う な ど 、 医療の質 ･ 安全を評価 し、

その向上を図るために も 、 やは り ぜひ実施した蘇生処置の内容を診療録に適切に記載して

下 さい。 こ う する こ と によ って正 しい原因分析も行 う こ と ができ ますので、 それを医療関

係者に提言させて頂いてお り ます。

(7) 新生児蘇生講習会の受講後も 、 やは り 実地の現場で使 う こ と は中々そ う は、 やは り

1 % ぐ らい と い う こ と ですが、 それほど多 く あ り ませんので、 常にシ ミ ュ レーシ ョ ンな ど

を行い、 手技の確認を行って下さい と い う こ と を 7番 目 に提言してお り ます。

2) 学会 ･ 職能団体に対する要望ですが、 やは り 今回の検討でア ド レナ リ ン投与方法、 投

与経路、 量な どが正し く 行われていないこ と があ り ま して、 実際、 中々 日 ごろ頭に入って

いる産科、 分娩に関わる も のはそれほど多 く ない と い う 現状もある と 思いますので、 アル

ゴ リ ズムは大体どこの病院でもオープンベースに貼ってある こ と が多いと思いますので、

ぜひそのアルゴ リ ズムの中に実際の投与量です と か、 投与方法、 希釈量、 よ り 具体的な内

容でアルゴ リ ズムのポス ターの中に記載して頂け る と 、 その場で対応ができ る のかな と い

う こ と で、 これを学会 ･ 職能団体に要望してお り ます。

3) 国 ･ 地方 自治体に対する要望と しま しては、 これは搬送システムについて体制を整備

して下さい と い う こ と を要望してお り ます。 以上です。

○池ノ 上委員長 ど う も あ り が と う ございま した。 大分時間が遅 く なってお り ますけれど

も 、 も う しば ら く ご協力頂きたい と思います。 それでは、 新生児蘇生法についてご議論を

お願い致します。 いかがでし ょ う か。
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○田村委員 非常に細かく 分析医頂き まK しかも事例肪 う ち全事例“■“蘇生が
悪化に関与 した可能性がある と い う データが出ていま して、 非常に意義がある と思 う んで

すが、 多少、 木を見て森を見ず的な と こ ろがあ るかも しれないと思いま して 、 少 しご指摘

させて頂き ます。

今回、 ステ ップ 5 ~ 例□絞って頂いた と い う のは、 脳｣鞄麻痺になる よ う な重症の患者さ

んにおいては、 通常のバ ッ グ ･ マス ク人工呼吸だけではな く て、 こ う い う と こ ろまで必要

になる と考え られたのだと 思います。 事例 と しては、 少数だけ ど、 それをき ちんと蘇生法

の講習会の中でも含め るべきだと い う こ と を教えて頂いたと思います。 しか し、 例えば再

挿管の事例な どは、 結果的には搬送途中で抜管 して しま った事例に関 しては、 チューブの

固定の仕方 と かモニター と かそ う いったこ と で防止もできた と思われます。 提言と して よ

ろ しいかと思 う んですけれども 、 我々 自身、 一遍挿管して実は片肺挿管になった り 、 も し

く は食道挿管になっていて再挿管する と い う こ と 強決 して珍しいこ と ではないので、 あた

かもその再挿管 自身が医療過誤であるかの よ う な表現は、 好ま しい こ と ではない と 思いま

す。

しかし 、 本来そこで挿管に こだわ らずにバ ッ グ ･ マス ク人工呼吸をすべき と き に もバ ッ

グ ･ マス ク人工呼吸をせずに不確実な挿管に頼っていた と い う よ う な意味においては、 こ

こ を取 り 上げる意味はあ る と思います。

だけ ど、 僕 と しては、 今回のこ の分析の前に、 やっぱ り 1 ~ 4 について、 前回はわずか

蹴でしたけ ど 、 今回は■と い う 事例です“で、 そ“ 中で前回“問題にあっ た ‘ う な 、
仮死で蘇生が必要な状況になったんだけ ど、 実はバ ッ グ&マス ク も酸素も用意していなか

った と い う 事例が どの ぐ らいあるのかど う かを示 して頂きたい。 それから 、 前回も事例 と

して挙げ られていま した よ う に 、 助産師さんたちが蘇生ができ ないために、 帝王切開 して

いる産科の先生が手を下ろ して蘇生をや ら ざる を得なかった と い う よ う な 、 やは り 基本的

な蘇生をでき る ス タ ッ フがいない こ と によ る 問題事例が どの ぐ らいあったのか と い う あた
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り も 、 ぜひ分析して頂きたいな と 思います。

そ う い う 意味では、 小児科医が も ち ろん立ち会えば一番いいんで し ょ う けれども 、 現実

問題と して、 小児科医が立ち会えていない と い う のは 日本の分娩体制か らい く と 、 これは

珍 し く ないこ と なので、 だか ら こそ産科の先生だけではな く て助産師さ んも しっか り 蘇生

法のA B C をマス ター して頂きたい と い う のが、 日 本周産期 ･ 新生児医学会の新生児蘇生

法普及事業の意味でもあ り ます。 ですけれども 、 これだけ見る と 、 あたかも小児科医が立

ち会わなかったのが問題であるかのよ う な、 も し く は再挿管を した こ と 自 体が何か問題で

あるかの よ う に受け取 られかねない と危惧します。 不可抗力的なも のを問題に している よ

う な と こ ろ も あ り ますので、 そ こ ら辺を強調する よ り も 、 む しろ先ほ ど言いま した基本的

な蘇生に必要な機材や体制整備が どの ぐ らい進んでいるかと い う よ う な こ と も 、 ぜひ分析

して頂きたい と思います。

それから 、 終わ り のほ う で、 蘇生の講習会の履修者に対する糸癰売研修の必要性が強調さ

れています。 この こ と は、 我々 も認識していま して、 こ の 7 月 から 日 本周産期 ･ 新生児医

学会の蘇生法ホームページで再履修用の e ラーニングシステムを立ち上げてお り ます。 更

に、 学会と して 、 いったん講習会を受けても 、 実際に現場で蘇生する機会の少ない方のた

めのフォ ローア ップ講習会を こ の 8 月 から開始してお り ます。 現時点では学会が直接実施

する フォ ローア ッフ講習会の対象はイ ンス ト ラ ク ターの方だけですが、 受講生がまたそれ

ぞれの現場でフォ ローア ップ講習会を開いて頂 く こ と を期待して、 と り あえずは全国1 2カ

所ある ト レーニングサイ ト で、 イ ンス ト ラ ク ターの方で希望する方に実技を再履修する制

度を開始しま した。 知識についてはホームページの e ラーニングで認定登録者な ら誰でも

再履修する こ と が出来ますので、 そのあた り をぜひどこかでまた紹介 して頂ける と あ り が

たい と思います。

○池ノ 上委員長 はい。 ど う も あ り が と う ございま した。 やは り 、 先生、 さ ら におっ しゃ

って く だすった、 木を見て森を見ずと い う よ う な こ と がないよ う に 、 全体像を しっか り 把
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握していかない と いけない と思います。 ち ょ っ と そ う い う感がなき に しも あ らずかな と い

う のを 、 私 自 身も反省 してお り ます。

○板橋委員 蘇生の手技の こ と も重要なんですが、 物品管理を 日 ごろやっておかない と 、

いざ蘇生の段になって適正なサイ ズのマス クや必要物品がない と い う こ と が よ く あ り ます。

たま に しかこ う い う 物品を使用 しない と 、 その後に補充 されていなかった と い う こ と が し

ば しばあ り ます。 しか し、 現場では非常に重要なこ と なので、 そ う いったこ と を少 し入れ

ておきたい と思います。

あ と 1 つは、 小児科医が常 日 ごろ分娩に立ち会 う こ と が理想ですが、 常に出来ない こ と

も あ り ます。 気軽に依頼して立ち会って も ら う ためには 日 ごろの連携がすご く 重要ですよ

れ その他に、 例えば周産期センターを中心に症例検討会 と かあるわけですが、 そ う い う

と こ ろに産科の先生が積極的に出席 し、 そ こでまた連携を取る と い う よ う な こ と を も う 少

し強調しておいて頂 く と いいかな と い う ふ う に思いま した。 以上です。

○池ノ上委員長 はい。 あ り が と う ございま した。

○ 田村委員 板橋委員のおっ しゃった物品の整備 と い う 点で、 つけ加えたいこ と があ り ま

す。 分娩施設での物品の整備はも ち ろん大事ですけれども 、 も う 1 つ、 救急車の整備も重

要です。 搬送する救急車の中に赤ちゃん用の蘇生のバ ッ グ ･ マス ク と か基本的な機材が揃

っていない と い う 事例が決して少な く あ り ません。 東京みたいに財政的に豊かな 自治体の

救急車にはそ う い う も のは結構整備 されている よ う ですけれども 、 埼玉県で我々調査した

限 り では、 救急車に赤ちゃん用のバ ッ グ ･ マス ク と か、 挿管チューブやパルスオキシメ ー

ターの赤ちゃん用のプローブ等がない事例があ り ますので、 再発防止に関する報告書の勧

告と して、 救急車の中でもぜひ赤ちゃんの蘇生に最低限必要なバ ッ グ ･ マス クやパルスオ

キシメ ーターの赤ちゃん用のプローブ等は整備すべきだと い う こ と もぜひ加えて頂ければ

と 思います。

○池ノ 上委員長 保育器に関 しては、 大体広がっているんですか。 救急搬送用の保育器。
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○田村委員 救急搬送用か、 も し く は分娩された万鶴段の保育器を場合によ っ てはそのまま

積み込むこ と も あ る よ う ですけれども 、 でも 、 それについて我々 は調査はしていませんの

で、 も し可能であれば、 そ う いった こ と について も挙げて頂ければと思います。

○池ノ 上委員長 はい。 あ り が と う ございます。

他に何かご意見はございませんで し ょ う か。

○隈本委員 原因分析をずっ とやっている立場か ら言います と 、 原因分析の中では新生児

蘇生をやる時間的順序が一番最後な ものですか ら 、 その前に脳↑聖麻痺が完成しちやった場

合には原因分析か ら意図的に外すんです。 要する に、 そ う い う 新生児蘇生がだめな場合で

も 、 も と も と アブガーが 0 ･ 0 で、 普通にやったって回復しないものを、 結果が 0 ･ 0 の

ま まだったから新生児蘇生が悪い と言えないわけです裏為 も う 0 ･ 0 で、 全然だめで生

まれて、 む しろ頑張って新生児蘇生したから呼吸が と ま っていた子が脳〆ト型麻痺と して生き

ていけ る と い う よ う な例 さ えあるわけです。 そ う する と 、 その脳↑製麻痺その ものが原因が

ど う か と い う こ と で言 う と 、 必ずそ こか ら除外 されるわけですよ。 明 らかにその脳｣圏麻痺、

すごいいいかげんな、 新生児蘇生を しなかった と か、 そ う い う こ と であれ“潮薗心塑麻痺を助

長 した と か、 そ こ に入って く る んです。

だから 、 こ の原因分析か ら 、 まずこ の原因を指摘する のはいいこ と です。 それは確かに

そ う なんです。 でも 、 これはまだミ ニマムなんです。 要する に、 原因になっているのかも

しれないけれども 、 そ こ はあま り 指摘しない。

そ う する と 、 どこ に書いてあるかと言 う と 、 今後の改善事項に書いてあるんです。 ぜひ

今後の改善事項を も う 1 回拾い上げて 、 今後の改善事項の と こ ろに 、 アルゴ リ ズムに従っ

てやってほ しいみたいなこ と が書いてあった ら 、 これは記録がある限 り 、 アルゴ リ ズム ど

お り やっていないんです。 だか ら 、 む しろそち らのほ う が大事で、 も ち ろん、 だか ら 、 ア

ルゴ リ ズム どお り やっていない数を本当に拾お う と思った ら 、 今後の改善事項 と合わせ技

で分析しなき やだめです。 そ して、 アルゴ リ ズム上ちゃん とやられていないものはちゃん

53



とや り ま し ょ う と い う のが、 まずこの提言だとする と 、 その根拠になる と思いますので、

ぜひそこはも う 1 度、 今後の改善事項のほ う で見直して下さい。

○池ノ 上委員長 あ り が と う ございます。 先生のおっ しゃ られるのは、 その事例について

の今後の改善事項ですか ら 、 そ う い う こ と るこな る わけです表れ

○隈本委員 つま り 原因に しがたいもの も あ るんですれ それまでに常イ湖剤盤早期剥離で

も完全に こ っ ちが原因 と分かった と き には、 それに新生児蘇生がよかった悪かった と い う

議論をする こ と 自 体あま り 意味ない じゃないか と言って、 原因分析か ら意図的に外される

こ と も あるわけです。 だから 、 正 し く やったかど う かは、 今後の改善事項のほ う を見ない

と分か らない と い う こ と ですれ

○池ノ 上委員長 その点はよ ろ しいですか。 田村委員。

。田村委員 つま り 、 公表 した事砧を分母&た と き に、 実･その鑓が■じゃな く
て ･ 実際に蘇生に仇て分析にあがった“ ･, 、 極端な船可。かなかったかも しれない。
そ う い う こ と ですれ

○隈本委員 あるいは、 アルゴ リ ズム どお り やっていないこ と の率を知ろ う と 思っ た ら 、

こ の原因 と なった、 あ るいは原因に関わった と思われる ものだけを分析していて もだめで、

と い う のは、 原因分析 と か医学的評価から も外されています。 要するに、 これがあま り脳

′圏麻痺の直接の原因 じゃないんだった ら 、 つま り その事例の脳′瞳麻痺に直接の原因 と い う

のがも のすごい最初の段階にある と 、 後半の蘇生が ど う 、 そんな100%蘇生したってこれ

は無理だよ と い う ケースは、 医学的言鮖価から も外れて く るんですれ じやあ、 今後の改善

事項の と こ ろに書いておき ま し ょ う と い う 判断が される こ と が多い。 つま り 、 アルゴ リ ズ

ム どお り やっていないんだけ ど、 やっ ていなかったこ と が こ の脳小型麻痺の主な原因ではな

い よね と い う 場合には、 医学的評価か ら も外れる こ と がある ので、 再発防止の観点か ら言

う と 、 そ こ をぜひ拾い上げてほ しい。

○上田理事 ち ょ っ と補足、 よ ろ しいですか。
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今おっ しゃいま した よ 捌こ、 医学的評価は蘇生に関 してはアルゴ リ ズムに従って行って

いるか、 つま り その蘇生の技術についての評価はせずに、 アルゴ リ ズムに沿ってやってい

るかど う かで評価を してお り ます。

それか ら 、 発症の原因は、 蘇生の技術、 あるいは蘇生の方法が原因である と かそ う い う

こ と ではな く て 、 あ く までも低酸素状態が一定時間持続した、 そのこ と が発症の原因に関

与している 、 あ るいは増悪した と い う よ う に記載してお り ます。

それで、 今、 隈本委員がおっ しゃいま したよ 効こ 、 医学的評価は一般的であ るが、 結果

的にその低酸素状態が改善されていなかった と い う 事例があ り ます。 そ う する と 、 結果的

に改善されなかった状況があ り ますか ら 、 今後は蘇生の技術について改善する よ う に と い

う こ と で記載されてお り ます。 ですから 、 今、 隈本委員がおっ しゃったこ と は、 よ く ご理

解頂ける よ う に整理したい と 思っています。

○隈本委員 誤解を招 く と いけないんいですが、 明 らかにアルゴ リ ズムに違反 している と

い う こ と がちゃん と記録されていれば、 ｢一般的ではない｣ と い う ふ う に評価は医学的に

行われている 。 しか し 、 何も記録がなかった り 、 ど う い う こ と が行われたかがあま り 書い

ていない場合は、 医学的評価の と こ ろには載らずに、 今後の改善事項の と こ ろに書いてあ

る こ と が多い と 、 そ う い う ふ う に解釈 しています。

○池ノ 上委員長 田村委員、 日 本の新生児蘇生の蘇生中止のガイ ドライ ン と い う のは出て

いますか。

○田ホ･接さ員 一応、 コ ンセ ンサス2010を受けた形では出ています。 心拍停止 (アプガース

コ ア一 G点) が10分以上続いた場合には蘇生を続けて も後遺症無き生存の可能性は非常に

低いので蘇生を中止 して もそれは合理的であ る と い う 、 そ う い う こ と は出ています。

○池ノ 上委員長 このガイ ドライ ンにもそれは記述 されているんですか。

○田村委員 ガイ ドライ ンにも ｢予想される転帰に対する両親の考え方な どを考慮 した う

えで｣ と い う 条件付で記述されています。
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○池ノ 上委員長 はい。 分か り ま した。 あ り が と う ございま した。

他にいかがですか。 はい。 ど う ぞ。

○村上委員 2ページあた り の と こ ろで、 表○-○- 3 の次 く らいでいいのかな と思 う ん

ですけれども 、 お願いなんですが、 蘇生の実施者が ど う い う 人だったのかと い う こ と をぜ

ひ入れて も らいたいなら思 う んですが、 それは可能ですか。

と い う のは、 先ほ ど、 田村委員もおっ しゃ っていま したよ う に、 出産に立ち会 う 全ての

人が心肺蘇生の技術を有する と い う こ と が大事だとい う こ と で、 助産師も看護師も一生懸

命N C P Rの研修等を受けていますので、 ど う い う 人がやっぱ り 行っているのか。 助産

師 ･ 看護師録等が 、 やった場合にそれが ど う い う 経緯だったのかと か、 状況的なですね、

他にする人がいなかったのか、 それ と も優れた技術を持っているか らやっていたのかと い

う よ う な と こ ろが少し分かる と う れ しいな と思 う んですけれども。

○池ノ 上委員長 それはいかがですか。

○事務局 (御子柴) 蘇生に関 しま して、 1 事例の中に も幾つかの手技が行われている と

思いますが、 胸骨圧迫な どに関 しては、 例えば助産師が胸骨圧迫を行った と か、 医師が胸

骨圧迫を行った と かと い う 、 誰が行ったかの記載が原因分析報告書の中に詳細に記載され

ていないものがございますので、 今回も 、 一つ一つの事例について各処置につき誰が行っ

たカヰ由出作業も してお り ま したが、 かな り 不明の数が増えて しま う ので、 表に して しまい

ますと 半数近く が不明にな り ま した。 その不明を除いた中で分かる ものをお示 しする こ と

は可能ですが、 今後、 事例が蓄積する にあたって全部を網羅的に と い う のは中々 困難な状

況です。 ただし 、 村上委員がおっ しゃ られたよ う な、 誰が主に と か、 助産師を含め皆がや

るべき と い う こ と が伝わる よ う な示 し方について検討し作業したい と思います。

○池ノ 上委員長 あ り が と う ございます。

実は、 3 ページの表○-○- 4 ですれ さ っ き 、 色々 お話を した と き に 、 こ この一番上

に総合周産期母子医療センター と い う のがあ り ま して、 小児科医あ るいる沈新生児料医も含
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めてですけれども 、 こ こ は ｢な し一 が 7 と なっ ているんですれ 総合周産期母子医療セン

ターでこの重症仮死が生まれた と き に、 小児科医あるいは新生児科医が立ち会っていない

と い う こ と は、 およそ考え られないのではないか と 。 であれば、 これは記載が不明確と か、

その情報が入っていない と か と い う こ と じゃ ないかな と い う 疑念があるんですけれども 、

いかがですか。

○田村委員 多分、 これは、 恐 ら く 、 事前にはハイ リ ス ク と は認定されていな く て 、 立ち

会ってはいないけ ど、 生まれてみた ら 、 仮死であった と い う 事例ではないかと 思います。

多分、 小児科医は飛んできている と 思いますけれども。 我々 の方鶴段でも 、 帝王切開 と 、 そ

れ と事前にハイ リ ス ク と 産科医が評価した場合は、 新生児料医が必ず立ち会いますが、 一

応、 通常分娩で特にハイ リ ス ク でない と い う 場合には、 必ず しも新生児科医は呼ばれませ

ん。 ただ し、 も ちろん、 総合周産期母子医療センターですか ら産科の医師と助産師さんが

いて、 も し赤ちゃんが仮死で生まれれば、 と り あえず蘇生を しなが ら小児科医を呼んでい

る と 思います。 多分、 それが ｢立ち会いな し｣ と い う こ と の意味なんじゃないかと思いま

す。

○板橋委員 やは り 、 その立ち会い したかど う か と い う よ り 、 立ち会い要請を したかど う

かのほ う が実は重要で、 う ちでもそ う ですけれども 、 突発的な こ と があって、 結局、 生ま

れて 5 分後だった と か と い う のはたまにはあ るわけです。 ですから 、 要請を したかと い う

こ と のほ う が 、 まず、 重要だと思います。 それで、 要請 していれば、 当然、 小児科医がい

れば立ち会 う わけですか ら。 診療録にそ う い う 書き方を実はしてあるか ど う かは非常に微

妙なんですけ ど、 時々 は書いてあ り ます。 できれば小児科医に立ち会いを要請したかど う

かを今後原因分析の と こ ろで拾 う よ う に したほ う が適切かな と は思いますが。

○池ノ 上委員長 やは り 事例数が多 く なって く れぱ く る ほ ど問題点が絞 られてきて、 その

中の 1 つに、 ど う して も こ の蘇生と い う のが絞 り 込まれる項目 の 1 つにはず う っ と残って

い く んだろ う と 思 う んです為 そ う しますと 、 当初考えていた よ り も よ り 細かい情報が必
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要になって く る と い う のがだんだん分かってきつつあるん じゃないか と 思 う んです為 で

すから 、 今、 板橋委員がおっ しゃ ったよ う みこ 、 要請をいっ したかと か、 誰が したかと かと

い う よ う なこ と 、 それに応える ほ う が 、 すぐ応え られたか、 中々応え られなかったかと か、

そ う な り ますと行政的な もの と か施設整備の問題と かと い う こ と る こ 、 よ り 具体的な 目 に見

えた提言につながってい く 、 そ う い う こ と だと思 う んですれ ですか ら 、 やは り こ の蘇生

に関 しては、 当初、 こ の原因分析あ るいは産科医療補償制度その もので考えていた よ り も 、

少 しずつ変わってい く んではないかなと思います。

それと併せて、 今、 田村委員がおっ しゃって く だ さ った蘇生法の講習会のあ り 方も どん

どん変わってきていますので、 そ う いったものの活用の仕方と い う の も 、 我々が当初考え

ていたよ り も っ と 幅が広がってい く 。 そ う いったこ と を時代の変化 と と も に変えなが らい

く 必要があるだろ う と思います。

ただ、 時々 、 忘鍬ノてな ら ないのは、 これは産科の分娩に関する脳障害だ と い う こ と でス

ター ト していますので、 それにまつわる色々 なこ と を分析した り 提言した り してい く のだ

と思います。 幸いこ の見直しの時期に入ってきていますので、 また 、 ど う い う ふ う な対象

にな るかと い う こ と も 、 今後十分議論されてい く と 思いますけれども 、 その議論されてい

る 中 、 その場に、 再発防止の観点か ら こ う いった こ と が浮かび上がってきている と い う こ

と も併せて発言していかなければいけないん じゃないかな と思います。

他にいかがでし ょ う か。 何かございますか。

先ほ ど、 田村委員か ら 、 基本的な この新生児蘇生に対する考え方をお示し頂いたので、

これを も う ち ょ っ と 考慮して頂いて、 やっぱ り 森も見ている よ う な文章に して頂ければと

思います。

他にいかがでし ょ う か。 よ ろ しいで し ょ う か。 ち ょ っ と 時間が過ぎて、 私、 本当 に不手

際でこ う なっ ちゃいま したけれども。

あ と 、 心拍数の聴取が残 り ま したけれども 、 これについては次回でも大丈夫ですか。 ス
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ケジュール的にはかな り 苦 しいですか。 いかがですか。 よ ろ しいですか。 ああ 、 そ う です

か。 ど う もすみません。

では、 申 し訳ないですけれども 、 分娩中の心拍数については次回に回 させて頂き ます。

ワ■■■。 僕の記憶達し ｣ … . これは子宮破裂が原○隈本委員 今、 発見 しま した。 事例番 □

因 と された事例で、 3 回 目 の問題の方ですけれども 、 確かオキシ ト シンのガイ ドライ ン案

と メ ト ロ イ リ ンテル&ク リ ステ レルの 3 点セ ッ ト だっ たんだけ ど、 過強陣痛は存在しなか

った と い う こ と 。 しかし、 こんなのあ り 得るのから思 う んですけれども 、 過強陣痛はなか

-たが。 ■。 恐ら く 、 原囲ま子宮破裂であろ う と 書いてあて、 オキシ ト シンの違反
と ク リ ステ レルをやって、 しかも メ ト ロ イ リ ンテルも使って と い う 事例で、 子宮破裂なん

ですけれ“もこれはさ っ き “■“中る玖っれ 、ないんです力、
○池ノ 上委員長 先生、 それも ち ょ っ と検討しま し ょ う かね 事務局でなぜ外したか、 あ

るいはなぜ入れるべき ものなのかと い う こ と を も う ち ょ っ と検討させて頂いて、 次回、 そ

れも併せてご報告頂けますか。

○上田理事 はい。

○池ノ 上委員長 他にいかがでし ょ う か。 も う 30分近 く オーバー して申 し訳ないですけれ

ども 、 よ ろ しいですか。 それでは、 事務局は何かあ り ま したっ け。

○事務局 事務局から ご連絡申 し上げます。

“れまで分析対象‘ して頂いた■“報告書を印刷したも“をお届け していたんです
けれども 、 だんだん事例が増えてまい り ま したので、 配る よ り も ご覧頂ければいい と い う

ので、 システムを整備致しま した。 大体今月 の末ぐ らいから運用開始と な り ますので、 運

用にあたって必要な手続き等がございますので、 また詳細については別途ご案内 させて頂

き たいと思いますので、 よ ろ し く お願い致します。

3 . 閉 会
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○池ノ 上委員長 はい。 それでは、 ち ょ っ と 遅 く なっ て しまいま したが、 これで終わ り た

い と思います。 ど う も あ り が と う ございま した。

60


